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（　）内は前月比

8,005人
3,944人
4,061人

3,385世帯

転入  5人  /  出生 3人
転出  21人  /  死亡 19人

（6月1日現在）

ごめいふくをおいのりします
地　区（届出人）死　亡　者

松　山　　　　　　　　
田　村　　武
園　部　榮　子
　黛　　いち子
市　川　智　旦
酒　井　千代子
加　部　京　一
齋　藤　伊㔟�　
大　澤　き　よ
佐　藤　市　郎
庭　屋　二三子
飯　嶋　　俊　　
早　川　ミネ 子
高　橋　ちよ子
大　嶋　み　つ
下　山　寅　男
平　栁　ゆり子

（くに子 ）
（英　雄）
（靖　民）
（将　文）
（美智子）
（百　三）
（栄　一）
（房　雄）
（善　正）
（幾　男）
（光　男）
（弘　明）
（政　治）
（　徹　）
（治　夫）
（弘　行）
（みち子）

東 　 町
大 　 東
東 　 町
東 野 牧
旭 　 町
本 　 宿
旭 　 町
上 小 坂
中　 央
下 小 坂
西 野 牧
中小 坂
下 青 倉
仲 　 町
中　 央
中　 央
仲 　 町

地　区
ご出産おめでとう

さ つき

より

はす

な  つ  こ

の

と

篠　原　皐　月（篠原将飛人・美里）  旭　町

岩　井　順　仁（岩井隼人・敦子）  宮　室

中　山　蓮　乃（中山政承・昌代）  中　央

髙橋　南津子（髙橋渉・美穂）愛知県（西野牧）

（保護者）出　生　児

月
7

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日

祝
祭
日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な

い
よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口

座
の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

7
月
30
日（
土
）・7
月
31
日（
日
）

7
月
28
日（
木
）で
す
。

6
月
末
ま
で
に
、役
場
へ
請
求
書

等
を
提
出
さ
れ
た
分
で
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す

8
月
30
日（
火
）で
す
。

請
求
書
等
は
、７
月
末
ま
で
に
役

場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、役
場

会
計
課
で
も
納
付
で
き
事
務
費
が

町
に
入
金
に
な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
利
用
下
さ
い
。

固
定
資
産
税（
第
２
期
）、

国
民
健
康
保
険
税（
第
１
期
）、

介
護
保
険
料（
第
１
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
1
期
）

納
期
限
は
8
月
1
日（
月
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

7
月
の
支
払
日

8
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
の
納
税
は

お
済
み
で
す
か
？

８月１４日（日）　下仁田こんにゃく夏祭り

「花火大会」募金の
お願い

「花火大会」募金の
お願い

　夏祭り実行委員会では、花火大会を実施するにあたり、皆様か
らの募金を募らせていただきます。本年度の花火大会がより一層
盛大に開催できますようご協力をお願い申し上げます。

役場、商工会、厚生病院、荒船の湯、福祉の湯、各町内金融機関、（有）
産業開発しもにた（道の駅）、セブンイレブン下仁田インター店、セブ
ンイレブン下仁田店、セーブオン下仁田小坂店、セーブオン下仁田西店、
Aコープ下仁田店、ローソン下仁田店
●募金用紙に必要事項を記入の上、町内各所にある募金箱にお入れく
　ださい

募金箱設置箇所

こんにゃく夏祭り
参加団体募集

【問合せ先】夏祭り実行委員会事務局
下仁田町役場　観光課　振興係　☎64-8805

　神輿・盆踊りに参加できる団体を
募集しています。
　子供から大人までどなたでも参加
できますので、是非ご参加ください。

下仁田 ８月１４日（日）

【問合せ先】　夏祭り実行委員会事務局
　 下仁田町役場　観光課　振興係　☎64－8805
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地　区
ご結婚おめでとう

萩　原　匡　博　　（片品村）
齋　藤　瑞　季　　（上小坂）
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｛
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国民健康保険・後期高齢者医療制度からのお知らせ
７月中に保険証や受給者証を郵送します

後期高齢者医療の保険料額決定通知書を郵送します

国民健康保険税の納税通知書を７月中旬に郵送します 国民健康保険・後期高齢者医療制度からのお知らせ
７月中に保険証や受給者証を郵送します

後期高齢者医療の保険料額決定通知書を郵送します

国民健康保険税の納税通知書を７月中旬に郵送します 国民健康保険・後期高齢者医療制度からのお知らせ
７月中に保険証や受給者証を郵送します

後期高齢者医療の保険料額決定通知書を郵送します

　現在使用している後期高齢者医療被保険者証や国民健康保険高齢受給者証、福祉医療費受給資格者証は、7月
31日で有効期限が切れます。引き続き対象となる人には、7月中に新しい被保険者証、受給者証、受給資格者証を発
送します。8月1日から使用してください。

　後期高齢者医療被保険者証
《対　　象》75歳以上の人、または65歳～74歳までの障害認定を受けていて後期高齢者医療被保険者証をすでに
持っている人です。
新しい被保険者証（水色）が届きましたら、氏名、住所、生年月日等を確認していただき、今まで使用していた被保険者
証は、ご自分で破棄してください。
◆「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受けている方は、被保険者証と同じく7月31日に期限が切れます。
負担区分等に変更がない場合は、新しい認定証を被保険者証に同封しますので、ご確認ください。
※「限度額適用・標準負担額減額認定証」を入院や、高額な外来診療を受ける際に医療機関に提示すると、医療費の窓
口負担と、入院時の食事代などが所得に応じた負担額でおさえられます。住民税非課税世帯の被保険者の方で、交付
を希望される方は、役場までお問い合わせください。
※希望者には保険証を「簡易書留」でお送りします。ご希望の方は7月12日までに国保係へご連絡ください。

　70～74歳の人の国民健康保険高齢受給者証
《対　　象》国民健康保険に加入している70～74歳までの人（後期高齢者医療制度加入者は除く）です。
《有効期限》来年の7月31日か満75歳になる前日までです。

　ひとり親家庭や障害のある人の福祉医療費受給資格者証
《対　　象》18歳未満の子どもがいるひとり親家庭や、一定の障害のある人で、すでに福祉医療費受給資格者証を
持っている人です。
※対象となる人で、平成27年度の住民税などの申告や資格の確認が必要な人には、その旨を通知します。

国民健康保険税の納税通知書を７月中旬に郵送します
　国民健康保険税は、被保険者のみなさんが病気やけがなどで病院にかかったときの医療費に充てられる大切
な財源です。納期までに納めましょう。
　国民健康保険税の納税義務者は世帯主です。世帯主が国保に加入していなくても、同一世帯に国保の加入者
がいれば、世帯主宛てに納税通知書が送られます。
■賦課限度額を引き上げます
　所得の高い人でも、国民健康保険税の負担については賦課限度額が決まっています。所得に応じた保険税の
納付となるように、医療給付費分の賦課限度額を５２万円から５４万円に、後期高齢者支援金分の課税限度額
を１７万円から１９万円に引き上げます。これにより中間所得層の被保険者に配慮した保険税設定となりま
す。
■所得の低い人への保険税の軽減措置が拡充されます
　世帯の前年中の所得が定められた所得基準を下回っ
ている場合は、保険税の均等割額と平等割額が所得に
応じて7割・5割・2割軽減されます。この軽減の基準
となる所得額が引き上げられ、5割軽減と2割軽減の対
象が拡大されました。
　ただし、国保加入者に未申告の人がいると軽減がさ
れませんので、必ず申告してください。
問合せ先　住民税務課　税務係　☎82-2113（直通）

　後期高齢者医療の保険料額決定通知書
　後期高齢者医療制度の加入者に、保険料額決定通知書を7月中に発送します。普通徴収の第1期の納期限は7月
31日です。今年度、新たに75歳になる方は、国保税などを口座振替で納付していても、新たに申込みが必要です。

　　　 前年中の総所得の合計額
33万円以下
33万円＋26万円×被保険者数　以下
　　　　　　　　↓
33万円＋26.5万円×被保険者数　以下
33万円＋47万円×被保険者数　以下
　　　　　　　　↓
33万円＋48万円×被保険者数　以下

軽減割合
7割

5割

2割

○
国
民
年
金
保
険
料
免
除・猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

　
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
お
忘
れ
の
状
態
で
、万
が
一
、事
故
や
病
気
等
に
よ
り
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
の
場
合
、一
定

の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
や
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
申
請
免
除
制
度

　
本
人・配
偶
者・世
帯
主
の
前
年
所
得
が一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、申
請
し
承
認
を
受
け

る
と
、所
得
額
に
応
じ
て
保
険
料
の
納
付
が
段
階
的
に
全
額・４
分
の
３・半
額・４
分
の
１
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、一
部
免
除
の
場
合
は
残
り
の
保
険
料
、４
分
の
３
免
除
は
４
分
の
１
を・半
額
免

除
は
半
分
を・４
分
の
１
免
除
は
４
分
の
３
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
免
除
期
間
は
平
成
２８
年
７
月
か
ら
平
成
２9
年
６
月
ま
で
で
す
。

○
納
付
猶
予
制
度

　
本
人
が
50
歳
未
満
で
、世
帯
主
に
関
係
な
く
本
人・配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準

以
下
の
場
合
、申
請
し
承
認
を
受
け
る
と
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
平
成
28
年
７
月
か
ら
平
成
29
年
６
月
ま
で
で
す
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度

　
本
人
が
学
生
で
、前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、申
請
し
承
認
を
受
け
る
と
、

学
生
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
平
成
28
年
４
月
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま
で
で
す
。

―
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
―

　
今
ま
で
保
険
料
を一部
免
除
等
さ
れ
て
お
り
引
き
続
き
希
望
さ
れ
る
方
は
、前
年
度
の
期

間
が
６
月
で
終
了
し
ま
す
の
で
、７
月
以
降
に
住
民
税
務
課
住
民
係
の
窓
口
か
高
崎
年
金

事
務
所
で
免
除
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
が
、全
額
免
除（
失
業
に
よ
る
特
例
を
除

く
）・納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、申
請
時
に
免
除
等
を
継
続
す
る
希
望
を
申
し
出
て
い
た
だ
け

ば
次
年
度
以
降
の
申
請
が
不
要
と
な
り
ま
す
。（
学
生
納
付
特
例
の
場
合
は
学
生
の
期
間
に

つ
い
て
は
不
要
。）

※
２
年
１
か
月
前
の
期
間
ま
で
遡
っ
て
免
除
等
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
役
場
　
住
民
税
務
課
住
民
係
　
☎
0
2
7
4
ー
8
2
ー
2
1
1
2（
直
通
）

高
崎
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課
　
☎
0
2
7
ー
3
6
7
ー
7
7
8
0

シリーズ

年 

金

第６６回『社会を明るくする運動』について
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　法務省主唱の『社会を明るくする運動』の強調月間が７月１日から一か月間全国一斉に展開されます。今年で６６回
目を迎えるこの運動は、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれ
の立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　今年の運動の重点事項は、「出所者等の事情を理解した上で雇用する企業の数を増やすこと」・「帰るべき場所がな
いまま、刑務所から社会に戻る人の数を減らすこと」・「薬物依存からの回復と社会復帰を長期的に支える地域の環境
を作ること」です。
　犯罪や非行のない明るい社会づくりにそれぞれの立場において御協力をお願いします。
問合せ先　総務課　地域安全係　☎８２－２１１０
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国民健康保険・後期高齢者医療制度からのお知らせ
７月中に保険証や受給者証を郵送します

後期高齢者医療の保険料額決定通知書を郵送します

国民健康保険税の納税通知書を７月中旬に郵送します 国民健康保険・後期高齢者医療制度からのお知らせ
７月中に保険証や受給者証を郵送します

後期高齢者医療の保険料額決定通知書を郵送します

国民健康保険税の納税通知書を７月中旬に郵送します 国民健康保険・後期高齢者医療制度からのお知らせ
７月中に保険証や受給者証を郵送します

後期高齢者医療の保険料額決定通知書を郵送します

　現在使用している後期高齢者医療被保険者証や国民健康保険高齢受給者証、福祉医療費受給資格者証は、7月
31日で有効期限が切れます。引き続き対象となる人には、7月中に新しい被保険者証、受給者証、受給資格者証を発
送します。8月1日から使用してください。

　後期高齢者医療被保険者証
《対　　象》75歳以上の人、または65歳～74歳までの障害認定を受けていて後期高齢者医療被保険者証をすでに
持っている人です。
新しい被保険者証（水色）が届きましたら、氏名、住所、生年月日等を確認していただき、今まで使用していた被保険者
証は、ご自分で破棄してください。
◆「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受けている方は、被保険者証と同じく7月31日に期限が切れます。
負担区分等に変更がない場合は、新しい認定証を被保険者証に同封しますので、ご確認ください。
※「限度額適用・標準負担額減額認定証」を入院や、高額な外来診療を受ける際に医療機関に提示すると、医療費の窓
口負担と、入院時の食事代などが所得に応じた負担額でおさえられます。住民税非課税世帯の被保険者の方で、交付
を希望される方は、役場までお問い合わせください。
※希望者には保険証を「簡易書留」でお送りします。ご希望の方は7月12日までに国保係へご連絡ください。

　70～74歳の人の国民健康保険高齢受給者証
《対　　象》国民健康保険に加入している70～74歳までの人（後期高齢者医療制度加入者は除く）です。
《有効期限》来年の7月31日か満75歳になる前日までです。

　ひとり親家庭や障害のある人の福祉医療費受給資格者証
《対　　象》18歳未満の子どもがいるひとり親家庭や、一定の障害のある人で、すでに福祉医療費受給資格者証を
持っている人です。
※対象となる人で、平成27年度の住民税などの申告や資格の確認が必要な人には、その旨を通知します。

国民健康保険税の納税通知書を７月中旬に郵送します
　国民健康保険税は、被保険者のみなさんが病気やけがなどで病院にかかったときの医療費に充てられる大切
な財源です。納期までに納めましょう。
　国民健康保険税の納税義務者は世帯主です。世帯主が国保に加入していなくても、同一世帯に国保の加入者
がいれば、世帯主宛てに納税通知書が送られます。
■賦課限度額を引き上げます
　所得の高い人でも、国民健康保険税の負担については賦課限度額が決まっています。所得に応じた保険税の
納付となるように、医療給付費分の賦課限度額を５２万円から５４万円に、後期高齢者支援金分の課税限度額
を１７万円から１９万円に引き上げます。これにより中間所得層の被保険者に配慮した保険税設定となりま
す。
■所得の低い人への保険税の軽減措置が拡充されます
　世帯の前年中の所得が定められた所得基準を下回っ
ている場合は、保険税の均等割額と平等割額が所得に
応じて7割・5割・2割軽減されます。この軽減の基準
となる所得額が引き上げられ、5割軽減と2割軽減の対
象が拡大されました。
　ただし、国保加入者に未申告の人がいると軽減がさ
れませんので、必ず申告してください。
問合せ先　住民税務課　税務係　☎82-2113（直通）

　後期高齢者医療の保険料額決定通知書
　後期高齢者医療制度の加入者に、保険料額決定通知書を7月中に発送します。普通徴収の第1期の納期限は7月
31日です。今年度、新たに75歳になる方は、国保税などを口座振替で納付していても、新たに申込みが必要です。

　　　 前年中の総所得の合計額
33万円以下
33万円＋26万円×被保険者数　以下
　　　　　　　　↓
33万円＋26.5万円×被保険者数　以下
33万円＋47万円×被保険者数　以下
　　　　　　　　↓
33万円＋48万円×被保険者数　以下

軽減割合
7割

5割

2割

○
国
民
年
金
保
険
料
免
除・猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

　
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
お
忘
れ
の
状
態
で
、万
が
一
、事
故
や
病
気
等
に
よ
り
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
の
場
合
、一
定

の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
や
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
申
請
免
除
制
度

　
本
人・配
偶
者・世
帯
主
の
前
年
所
得
が一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、申
請
し
承
認
を
受
け

る
と
、所
得
額
に
応
じ
て
保
険
料
の
納
付
が
段
階
的
に
全
額・４
分
の
３・半
額・４
分
の
１
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、一
部
免
除
の
場
合
は
残
り
の
保
険
料
、４
分
の
３
免
除
は
４
分
の
１
を・半
額
免

除
は
半
分
を・４
分
の
１
免
除
は
４
分
の
３
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
免
除
期
間
は
平
成
２８
年
７
月
か
ら
平
成
２9
年
６
月
ま
で
で
す
。

○
納
付
猶
予
制
度

　
本
人
が
50
歳
未
満
で
、世
帯
主
に
関
係
な
く
本
人・配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準

以
下
の
場
合
、申
請
し
承
認
を
受
け
る
と
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
平
成
28
年
７
月
か
ら
平
成
29
年
６
月
ま
で
で
す
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度

　
本
人
が
学
生
で
、前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、申
請
し
承
認
を
受
け
る
と
、

学
生
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
平
成
28
年
４
月
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま
で
で
す
。

―
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
―

　
今
ま
で
保
険
料
を一部
免
除
等
さ
れ
て
お
り
引
き
続
き
希
望
さ
れ
る
方
は
、前
年
度
の
期

間
が
６
月
で
終
了
し
ま
す
の
で
、７
月
以
降
に
住
民
税
務
課
住
民
係
の
窓
口
か
高
崎
年
金

事
務
所
で
免
除
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
が
、全
額
免
除（
失
業
に
よ
る
特
例
を
除

く
）・納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、申
請
時
に
免
除
等
を
継
続
す
る
希
望
を
申
し
出
て
い
た
だ
け

ば
次
年
度
以
降
の
申
請
が
不
要
と
な
り
ま
す
。（
学
生
納
付
特
例
の
場
合
は
学
生
の
期
間
に

つ
い
て
は
不
要
。）

※
２
年
１
か
月
前
の
期
間
ま
で
遡
っ
て
免
除
等
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
役
場
　
住
民
税
務
課
住
民
係
　
☎
0
2
7
4
ー
8
2
ー
2
1
1
2（
直
通
）

高
崎
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課
　
☎
0
2
7
ー
3
6
7
ー
7
7
8
0

シリーズ

年 

金

第６６回『社会を明るくする運動』について
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　法務省主唱の『社会を明るくする運動』の強調月間が７月１日から一か月間全国一斉に展開されます。今年で６６回
目を迎えるこの運動は、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれ
の立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　今年の運動の重点事項は、「出所者等の事情を理解した上で雇用する企業の数を増やすこと」・「帰るべき場所がな
いまま、刑務所から社会に戻る人の数を減らすこと」・「薬物依存からの回復と社会復帰を長期的に支える地域の環境
を作ること」です。
　犯罪や非行のない明るい社会づくりにそれぞれの立場において御協力をお願いします。
問合せ先　総務課　地域安全係　☎８２－２１１０
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町
の
有
す
る
行
政
情
報
を
町
民
等
に
提
供
す
る
広
報
手
段
と
し
て
、

一斉
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　
配
信
種
別
は
次
の
６
種
類
で
す
の
で
、必
要
に
応
じ
て
携
帯
電
話
、

パ
ソ
コ
ン
か
ら
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。（
登
録
手
順
P5
）

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
無
料
で
す
の
で
、是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 

▼
配
信
種
別

<

１>

防
災
情
報
　（
火
災
、災
害
、大
雨・大
雪
警
報
、避
難
情
報
等
）

<

２>

防
犯
情
報
　（
不
審
者
情
報
等
）

<

３>

暮
ら
し
情
報
　（
健
康
、子
育
て
、住
ま
い
、有
害
鳥
獣
出
没
情
報
等
）

<

４>

行
政
情
報
　（
説
明
会
、各
種
行
事
情
報
等
）

<

５>

交
通
情
報
　（
道
路
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
、町
営
バ
ス
情
報
等
）

<

６>

観
光・イ
ベ
ン
ト
情
報 

　(

観
光
ス
ポ
ッ
ト
、イ
ベ
ン
ト
情
報
等)

【
問
合
せ
先
】

　
　
　
　
総
務
課 
地
域
安
全
係

　
　
　
　
　
　
　
☎

８２
―
２
１
１
０

「
し
も
に
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
」無
料
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

「
し
も
に
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
」無
料
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

人権相談

日　　　時　7月21日（木）
　　　　　　午後１時～４時
場　　　所　下仁田町公民館３階
　　　　　　ボランティア室
問合せ先　住民税務課 住民係　☎82-2112

行政相談

日　　　時　7月6日（水）
　　　　　　午前９時～午後１時
場　　　所　下仁田町役場
問合せ先    総務課 行政係（内線３０２）

　放送大学はテレビ等の放送やインターネットで授業を
行う通信制の大学です。働きながら学んで大学を卒業し
たい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で、幅広い世
代の方が学んでいます。
　ただいま平成２８年１０月入学生を募集しています。
詳しい資料を送付致しますので、お気軽にお問合せくだ
さい。

○募集学生の種類
　―教養学部―

・科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
・選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
・全科履修生（４年以上在学し、卒業をめざす）

　―大学院―
・修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
・修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）

○出願期間　９月２０日（火）まで
（インターネットでの出願も受付けております）

○資料請求（無料）・問合せ先
〒３７１－００３２　前橋市若宮町１－１３－２
放送大学群馬学習センター　　
☎０２７－２３０－１０８５
ホームページ　　http://www.ouj.ac.jp

放送大学１０月入学生募集
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２
１
１
０
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し
も
に
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「
し
も
に
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
」無
料
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

人権相談

日　　　時　7月21日（木）
　　　　　　午後１時～４時
場　　　所　下仁田町公民館３階
　　　　　　ボランティア室
問合せ先　住民税務課 住民係　☎82-2112

行政相談

日　　　時　7月6日（水）
　　　　　　午前９時～午後１時
場　　　所　下仁田町役場
問合せ先    総務課 行政係（内線３０２）

　放送大学はテレビ等の放送やインターネットで授業を
行う通信制の大学です。働きながら学んで大学を卒業し
たい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で、幅広い世
代の方が学んでいます。
　ただいま平成２８年１０月入学生を募集しています。
詳しい資料を送付致しますので、お気軽にお問合せくだ
さい。

○募集学生の種類
　―教養学部―

・科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
・選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
・全科履修生（４年以上在学し、卒業をめざす）

　―大学院―
・修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
・修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）

○出願期間　９月２０日（火）まで
（インターネットでの出願も受付けております）

○資料請求（無料）・問合せ先
〒３７１－００３２　前橋市若宮町１－１３－２
放送大学群馬学習センター　　
☎０２７－２３０－１０８５
ホームページ　　http://www.ouj.ac.jp

放送大学１０月入学生募集



7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　今、入替えが大変お得！費用負担を次のとおり軽減し、単独槽等からの入替えを促進します。
今年度の申請の締切りは平成２8年１２月２8日です。早めの計画、申請をお願いします。

１　エコ補助金を継続！
　単独浄化槽、汲取り槽から合併浄化槽に入替え、年度内に使用開始する場合、下表の額を助成します。
※申請には、撤去前後の単独浄化槽・汲取り漕の写真が必要となります。
　ただし、エコ補助金は来年度以降の継続は不明となっておりますので注意してください。

２　分担金軽減を継続！
　大好評、平成３０年３月（平成２９年度）まで次のとおり軽減し、浄化槽を設置します。

３　単独浄化槽、撤去します。
　単独槽、必要とあれば町が撤去します。ただし、撤去費１０万円を超えた分は個人負担です。

４　設置規則を見直しました
　今まで、合併浄化槽を設置する場所が狭く、設置できなかったお宅でも、出来るだけ設置できるように、対応
いたしますので、一度役場に来てご相談ください。

５　合併浄化槽の必要性
　下仁田町は水源の町であるため、清浄な水を下流へ流す重要な役割を担っています。
　現在の水質汚濁の要因は、単独浄化槽または汲取りのご家庭からそのまま放流されている台所、風呂等
からの生活排水が多くを占めており、その結果、川や水路を汚したり匂いを発生させたりしています。この
水質汚濁を解決する唯一の方法が合併浄化槽です。
　現在、単独浄化槽で処理を行っているご家庭では、すでにトイレが水洗化されているため合併浄化槽へ
の転換のメリットがあまり無い様に思われますが、浄化槽を設置すればこれらの問題が解消され、更には環
境保全につながります。

６　群馬県の汚水処理計画と町の現状
　群馬県の汚水処理人口普及率（生活排水処理施設が整備されている区域の割合）は、平成26年度で
77.5％で全国第37位であり、決して高くありません。
　下仁田町の汚水処理人口普及率は、平成26年度で28.3％（5％上げるには約170基整備が必要）であ
り、水源の町であるにも関わらず群馬県で最下位を推移しています。県の平均値に近づけるには大変厳し
いものがありますが、汚水処理人口向上のため皆様のご理解ご協力が必要です。

合併浄化槽設置しませんか合併浄化槽設置しませんか
〜合併浄化槽は汚染される河川の水質を浄化する唯一の解決策です〜

浄化槽 水路など

町設置
管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置
管理

個人設置
管理

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円
２１０,０００円
３００,０００円

分担金

１０人槽

３,８００円
４,６００円
５,５００円

使用料（月額）

６０,０００円
７０,０００円
８０,０００円

エコ補助

問合せ先　建設ガス水道課　建設係　☎64-8807（直通）

　町職員採用試験は、群馬県町村会に委託して実施する第１次試験(資格統一試験)と、町で実施する第２次試験
です。受験希望者は、試験申込用紙を下仁田町役場総務課から取り寄せ、受験の申し込みをしてください。
受験資格　平成３年４月２日以降に生まれた者で学校教育法による高等学校以上を卒業した者、
　　　　　又は平成２９年３月卒業(高等学校)見込みの者
受験方法　第１次試験　高等学校卒業程度の教養試験　第２次試験　口述試験、作文試験、身体検査
試験日　　第１次試験　９月１８日（日）　　　　　　　　第２次試験　１１月上旬予定
採用人員　若干名
　　　　　※合格者は、採用候補者名簿に登載され、
　　　　　　職員に不足が生じた場合に採用されます。
申込用紙交付期間　７月１日(金)～
受付期間　７月１５日(金)～８月１５日(月)まで

【※８：３０～１７：００土・日曜日及び祝日を除く】
申込み・問合せ先　総務課・　秘書人事係(内線５０１)

募集種別・人員　消防職員　若干名
採用資格　
・年　令（平成２９年４月１日現在）
　　　　　大学卒［大学院含む］（卒業見込み含む）　
　　　　　平成２年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた方（満２２歳以上２７歳未満）
　　　　　短大卒（卒業見込み含む）　
　　　　　平成２年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方（満２０歳以上２７歳未満）
　　　　　高校卒（卒業見込み含む）
　　　　　平成２年４月２日から平成１１年４月１日までに生まれた方（満１８歳以上２７歳未満）
・視　力　矯正視力を含み、両眼で０．７以上、かつ、一眼でそれぞれ０．３以上であること。
　　　　　赤色、青色及び黄色の識別ができること。
・採用された場合、富岡市、下仁田町、南牧村及び甘楽町のいずれかに居住できる人。
・普通自動車免許(AT限定除く)又は大型自動車運転免許を取得済みの者、もしくは採用後に同資格を取得する意思のある者。
※日本国籍を有しない人及び地方公務員法第１６条の欠格条項に該当する人は受験できません。
受付期間　平成２８年７月１５日（金）から７月２９日（金）午前８時３０分から午後５時１５分まで。
　　　　　土・日曜日、祝日は受け付けません。
受付場所　富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合消防本部
交付場所　申込用紙の交付は、平成２８年７月１日（金）から広域消防本部及び関係市町村役場で行います。
試験日及び試験場所　第１次試験日　９月１８日（日）ウイングプラザとみおか及び東富岡体育館。
問合せ先　富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合 消防本部 総務課　☎６２―４３２６

下仁田町職員募集下仁田町職員募集

消防職員募集消防職員募集

自衛官採用試験案内自衛官採用試験案内
●航空学生
　受験資格　高卒(見込含)２１歳未満
　　　　　　（平成２９年４月１日現在）
　受付期間　８月１日(月)から９月８日(木)まで
　試験日(１次)　９月２２日(木)
●自衛官候補生
　受験資格　１８歳から２７歳未満（平成２９年４月１日現在）
　受付期間　８月１日(月)から９月８日(木)まで
　試験日(１次)　９月３日(土)から１０月２３日(金)の
　　　　　　指定されたいずれか一日
　　　　　　９月２５日(日)・２６日(月)(女子)の
　　　　　　どちらか指定する一日

●一般曹候補生
受験資格　１８歳から２７歳未満（平成２９年４月１日現在）
受付期間　８月１日(月)から９月８日(木)まで
試験日(１次)　９月１６日(金)・１７日(土)のどちらか指定する一日

問合せ先　自衛隊高崎地域事務所　高崎市あら町５－５　☎０２７-３２６-１７６１
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　今、入替えが大変お得！費用負担を次のとおり軽減し、単独槽等からの入替えを促進します。
今年度の申請の締切りは平成２8年１２月２8日です。早めの計画、申請をお願いします。

１　エコ補助金を継続！
　単独浄化槽、汲取り槽から合併浄化槽に入替え、年度内に使用開始する場合、下表の額を助成します。
※申請には、撤去前後の単独浄化槽・汲取り漕の写真が必要となります。
　ただし、エコ補助金は来年度以降の継続は不明となっておりますので注意してください。

２　分担金軽減を継続！
　大好評、平成３０年３月（平成２９年度）まで次のとおり軽減し、浄化槽を設置します。

３　単独浄化槽、撤去します。
　単独槽、必要とあれば町が撤去します。ただし、撤去費１０万円を超えた分は個人負担です。

４　設置規則を見直しました
　今まで、合併浄化槽を設置する場所が狭く、設置できなかったお宅でも、出来るだけ設置できるように、対応
いたしますので、一度役場に来てご相談ください。

５　合併浄化槽の必要性
　下仁田町は水源の町であるため、清浄な水を下流へ流す重要な役割を担っています。
　現在の水質汚濁の要因は、単独浄化槽または汲取りのご家庭からそのまま放流されている台所、風呂等
からの生活排水が多くを占めており、その結果、川や水路を汚したり匂いを発生させたりしています。この
水質汚濁を解決する唯一の方法が合併浄化槽です。
　現在、単独浄化槽で処理を行っているご家庭では、すでにトイレが水洗化されているため合併浄化槽へ
の転換のメリットがあまり無い様に思われますが、浄化槽を設置すればこれらの問題が解消され、更には環
境保全につながります。

６　群馬県の汚水処理計画と町の現状
　群馬県の汚水処理人口普及率（生活排水処理施設が整備されている区域の割合）は、平成26年度で
77.5％で全国第37位であり、決して高くありません。
　下仁田町の汚水処理人口普及率は、平成26年度で28.3％（5％上げるには約170基整備が必要）であ
り、水源の町であるにも関わらず群馬県で最下位を推移しています。県の平均値に近づけるには大変厳し
いものがありますが、汚水処理人口向上のため皆様のご理解ご協力が必要です。

合併浄化槽設置しませんか合併浄化槽設置しませんか
〜合併浄化槽は汚染される河川の水質を浄化する唯一の解決策です〜

浄化槽 水路など

町設置
管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置
管理

個人設置
管理

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円
２１０,０００円
３００,０００円

分担金

１０人槽

３,８００円
４,６００円
５,５００円

使用料（月額）

６０,０００円
７０,０００円
８０,０００円

エコ補助

問合せ先　建設ガス水道課　建設係　☎64-8807（直通）

　町職員採用試験は、群馬県町村会に委託して実施する第１次試験(資格統一試験)と、町で実施する第２次試験
です。受験希望者は、試験申込用紙を下仁田町役場総務課から取り寄せ、受験の申し込みをしてください。
受験資格　平成３年４月２日以降に生まれた者で学校教育法による高等学校以上を卒業した者、
　　　　　又は平成２９年３月卒業(高等学校)見込みの者
受験方法　第１次試験　高等学校卒業程度の教養試験　第２次試験　口述試験、作文試験、身体検査
試験日　　第１次試験　９月１８日（日）　　　　　　　　第２次試験　１１月上旬予定
採用人員　若干名
　　　　　※合格者は、採用候補者名簿に登載され、
　　　　　　職員に不足が生じた場合に採用されます。
申込用紙交付期間　７月１日(金)～
受付期間　７月１５日(金)～８月１５日(月)まで

【※８：３０～１７：００土・日曜日及び祝日を除く】
申込み・問合せ先　総務課・　秘書人事係(内線５０１)

募集種別・人員　消防職員　若干名
採用資格　
・年　令（平成２９年４月１日現在）
　　　　　大学卒［大学院含む］（卒業見込み含む）　
　　　　　平成２年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた方（満２２歳以上２７歳未満）
　　　　　短大卒（卒業見込み含む）　
　　　　　平成２年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方（満２０歳以上２７歳未満）
　　　　　高校卒（卒業見込み含む）
　　　　　平成２年４月２日から平成１１年４月１日までに生まれた方（満１８歳以上２７歳未満）
・視　力　矯正視力を含み、両眼で０．７以上、かつ、一眼でそれぞれ０．３以上であること。
　　　　　赤色、青色及び黄色の識別ができること。
・採用された場合、富岡市、下仁田町、南牧村及び甘楽町のいずれかに居住できる人。
・普通自動車免許(AT限定除く)又は大型自動車運転免許を取得済みの者、もしくは採用後に同資格を取得する意思のある者。
※日本国籍を有しない人及び地方公務員法第１６条の欠格条項に該当する人は受験できません。
受付期間　平成２８年７月１５日（金）から７月２９日（金）午前８時３０分から午後５時１５分まで。
　　　　　土・日曜日、祝日は受け付けません。
受付場所　富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合消防本部
交付場所　申込用紙の交付は、平成２８年７月１日（金）から広域消防本部及び関係市町村役場で行います。
試験日及び試験場所　第１次試験日　９月１８日（日）ウイングプラザとみおか及び東富岡体育館。
問合せ先　富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合 消防本部 総務課　☎６２―４３２６

下仁田町職員募集下仁田町職員募集

消防職員募集消防職員募集

自衛官採用試験案内自衛官採用試験案内
●航空学生
　受験資格　高卒(見込含)２１歳未満
　　　　　　（平成２９年４月１日現在）
　受付期間　８月１日(月)から９月８日(木)まで
　試験日(１次)　９月２２日(木)
●自衛官候補生
　受験資格　１８歳から２７歳未満（平成２９年４月１日現在）
　受付期間　８月１日(月)から９月８日(木)まで
　試験日(１次)　９月３日(土)から１０月２３日(金)の
　　　　　　指定されたいずれか一日
　　　　　　９月２５日(日)・２６日(月)(女子)の
　　　　　　どちらか指定する一日

●一般曹候補生
受験資格　１８歳から２７歳未満（平成２９年４月１日現在）
受付期間　８月１日(月)から９月８日(木)まで
試験日(１次)　９月１６日(金)・１７日(土)のどちらか指定する一日

問合せ先　自衛隊高崎地域事務所　高崎市あら町５－５　☎０２７-３２６-１７６１
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老朽空家の除却費（取り壊し費）を補助します

平成28年度
戦没者遺児による慰霊友好親善事業の実施について
平成28年度
戦没者遺児による慰霊友好親善事業の実施について
平成28年度
戦没者遺児による慰霊友好親善事業の実施について

かるがも広場夏期イベントかるがも広場夏期イベントかるがも広場夏期イベント

特定空家（倒壊の恐れがある空家）となるおそれのある建築物の除却に対して補助金を交付します。
《対象となる建物》
１．昭和５６年５月３１日以前建築の建物であること。
２．住宅の不良度の判定調査（床、基礎、柱、外壁、屋根等の腐朽、破損等の程度を点数化）による。
※1及び2の両方を満たす空家が補助対象となります。
《補助金額》　除却費用の２分の１（上限２０万円）
《事業期間》　平成２８年７月１日～平成３３年３月３１日
《補助対象となる条件》
・町内にある、個人所有の住宅、併用住宅。（倉庫、物置、塀等の解体は除く）
・除却費用が２０万円以上であること。
・アパートの用途で建築したものでないこと。
・空家に抵当権が設置されていないこと。
・空家期間が1年以上継続している、または町長が除却を必要と認めるもの。
・空家の全体を解体し、撤去し、更地にし、不陸整正する工事であること。
・町内業者が行う除却工事であること。
・申請者（所有者）に町税等の滞納が無いこと。
・年度末までに完了報告ができるもの。
・本補助事業の利用は、1人１回とする。
問合せ先　　保健環境課　環境係(保健センター)　☎82-5490

・日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」の参加者を募集しています。
・同事業は、厚生労働省から補助を受け実施しており、先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を対象として、父等の
　戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、同地域の住民と友好親善をはかることを目的としています。
・費用は、参加費として10万円。5年を経過した方（平成22年以前参加者）は、2回目の応募ができます。
・日程等の詳細は、日本遺族会事務局 03-3261-5521 へお願いします。
・お申込は、お住まいの各都道府県遺族会へお願いします。

景観の届出が必要です景観の届出が必要です景観の届出が必要です景観の届出が必要です
　下仁田町景観条例により、次に該当する場合には町への届出が必要となります。

「住宅等及び工作物（柵・塀・門）の新築、増改築、移転、撤去、外観の修繕、外観の模様替え、外観の色彩の変更」建築確
認の届出をする前に、町へ景観の届出をしてください。
　まちの風景を次世代に引き継いでいくための制度です。皆様のご理解とご協力をお願いします。
　詳しくは事務担当へお問い合わせください。
問合せ･届出先　建設ガス水道課 管理係　直通　☎64-8807

◇日　時　7月27日（水）10：00～11：30
◇会　場　保健センター　北駐車場・２階「かるがも広場」　
　※始まる前に、かるがも広場に集合してください。
◇対　象　お座りのできる乳児から幼児とその保護者
◇内　容　プール遊び・交流会　※雨天の場合は、ヨーヨー釣りに変更になります。
◇持ち物　水着・着替え・バスタオル・飲み物　　　
　※オムツの外れていない子は水遊び用のオムツを準備してください。
◇費　用　無料
　☆参加者へは、かわいいプレゼント付き！
　☆希望の方は、保健センターまで申し込みください。
申込み・問合せ先　保健環境課　保健予防係（保健センター内）　　☎82-5490

下仁田町ボランティア団体等連絡協議会下仁田町ボランティア団体等連絡協議会下仁田町ボランティア団体等連絡協議会
　本協議会は、町のボランティア活動、まちづくり活動等の発展と推進を図るための調査・研究を行うとともに、構成団
体相互の交流及び連携により、協働のまちづくりの推進を図ることを目的としています。
　５月２５日に定期総会を開催し、「姫街道もみじライン推進協議会」代表の上原さんが会長に再任されました。総会
後、地域おこし協力隊を交え意見交換会を行いました。それぞれの団体の活動内容を知るとともに、協力隊との協働
による新たな活動の可能性等について意見が交わされました。
　また、ボランティア団体等連絡協議会への新規入会も可能となりましたので、加入をご希望される場合は、地域創生
課（☎64-8809）までご連絡ください。

役職
副会長

委　員
監　事

　　　　　　名称
下仁田町食生活改善推進協議会
上町親睦会
下仁田町商工会女性部
下仁田本宿会
紫陽花を育てる会
姫街道もみじライン推進協議会
虻田福寿草育てる会

　
高橋たき江
佐藤　伊江
島崎あい子
里見　民子
金子　和子
小根澤ゆかり
磯田　潤子

　
まごごろ会
たけのこの会
ランチびんの会
きぬの会
下仁田読み聞かせの会
子育てボランティア
水月会

役職
委　員
監　事

副会長
会　長

代表者
伊原よし江
中村　忠嗣
齋藤　月美
東間　國行
下山喜三男
上原　一正
佐藤　啓二

加盟団体・代表者及び役職

7月の「保育園子育て応援（保育園体験）」活動計画
　　「保育園子育て応援（保育園体験）」は、在宅の３歳までの乳幼児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される保育園へお問い合わせください。

準備するもの

内　容

保 育 園
会 場
実 施 日
時 間
対 象 児

講 師

馬山こども園

妊婦さんと３才児まで

リトミック講師　田中文華、蟻坂弘江
担当保育士　寒河江恵子

毎週木曜日　7/7・14・21・28
１０：００～１１：００

運動の出来る服装でお出かけください。 動きやすい服装でご参加下さい。

リトミック（第1週及び第3週）

絵本の読み聞かせ・工作 等
親子で楽しくふれあい遊び

園庭開放

親子ふれあい遊び

保育園児とあそぼう
月齢により赤ちゃんマッサージ

親
子
の
集
い
の
広
場 乳幼児の育て方及び在園児との交流

※園庭開放…毎日行っています。
・月曜日～土曜日 13：00～17：00 ・日曜日 8：00～18：00

青倉保育園

１０：００～１１：3０
妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前に
ご連絡ください。

保育園ホール 保育園ホール

※保育園の見学や子育て相談、
　一時保育等の相談は、
　いつでも実施しています。
　ご希望の方は保育園へお問い
　合わせください。

■問合せ先
馬 山 こど も 園　８２－２３２３
青 倉 保 育 園 　８２－２５４９
下仁田町役場　健康課福祉係
　　　　　　　６４－８８０３（直通）

7/12（火）

代表者名称

※委員　社会福祉協議会事務局長　並木　幸男

広域地域

実　施　地　域

特定地域

①旧満州　　　　　　　　②旧ソ連　　　　　　　 ③西部ニューギニア　
④マリアナ諸島　　　　　⑤トラック・パラオ諸島　　 ⑥東部ニューギニア(1次)　
⑦ボルネオ・マレー半島　　⑧フィリピン(1次)　　　 ⑨ソロモン諸島
⑩ミャンマー(1次)　　　　⑪台湾・バシー海峡　　　 ⑫東部ニューギニア(2次)　
⑬ミャンマー(2次)　　　　⑭フィリピン(2次)　　　  ⑮中国

①西部ニューギニア　　　②ビスマーク諸島　　　　③マーシャル・ギルバート諸島
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老朽空家の除却費（取り壊し費）を補助します

平成28年度
戦没者遺児による慰霊友好親善事業の実施について
平成28年度
戦没者遺児による慰霊友好親善事業の実施について
平成28年度
戦没者遺児による慰霊友好親善事業の実施について

かるがも広場夏期イベントかるがも広場夏期イベントかるがも広場夏期イベント

特定空家（倒壊の恐れがある空家）となるおそれのある建築物の除却に対して補助金を交付します。
《対象となる建物》
１．昭和５６年５月３１日以前建築の建物であること。
２．住宅の不良度の判定調査（床、基礎、柱、外壁、屋根等の腐朽、破損等の程度を点数化）による。
※1及び2の両方を満たす空家が補助対象となります。
《補助金額》　除却費用の２分の１（上限２０万円）
《事業期間》　平成２８年７月１日～平成３３年３月３１日
《補助対象となる条件》
・町内にある、個人所有の住宅、併用住宅。（倉庫、物置、塀等の解体は除く）
・除却費用が２０万円以上であること。
・アパートの用途で建築したものでないこと。
・空家に抵当権が設置されていないこと。
・空家期間が1年以上継続している、または町長が除却を必要と認めるもの。
・空家の全体を解体し、撤去し、更地にし、不陸整正する工事であること。
・町内業者が行う除却工事であること。
・申請者（所有者）に町税等の滞納が無いこと。
・年度末までに完了報告ができるもの。
・本補助事業の利用は、1人１回とする。
問合せ先　　保健環境課　環境係(保健センター)　☎82-5490

・日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」の参加者を募集しています。
・同事業は、厚生労働省から補助を受け実施しており、先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を対象として、父等の
　戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、同地域の住民と友好親善をはかることを目的としています。
・費用は、参加費として10万円。5年を経過した方（平成22年以前参加者）は、2回目の応募ができます。
・日程等の詳細は、日本遺族会事務局 03-3261-5521 へお願いします。
・お申込は、お住まいの各都道府県遺族会へお願いします。

景観の届出が必要です景観の届出が必要です景観の届出が必要です景観の届出が必要です
　下仁田町景観条例により、次に該当する場合には町への届出が必要となります。

「住宅等及び工作物（柵・塀・門）の新築、増改築、移転、撤去、外観の修繕、外観の模様替え、外観の色彩の変更」建築確
認の届出をする前に、町へ景観の届出をしてください。
　まちの風景を次世代に引き継いでいくための制度です。皆様のご理解とご協力をお願いします。
　詳しくは事務担当へお問い合わせください。
問合せ･届出先　建設ガス水道課 管理係　直通　☎64-8807

◇日　時　7月27日（水）10：00～11：30
◇会　場　保健センター　北駐車場・２階「かるがも広場」　
　※始まる前に、かるがも広場に集合してください。
◇対　象　お座りのできる乳児から幼児とその保護者
◇内　容　プール遊び・交流会　※雨天の場合は、ヨーヨー釣りに変更になります。
◇持ち物　水着・着替え・バスタオル・飲み物　　　
　※オムツの外れていない子は水遊び用のオムツを準備してください。
◇費　用　無料
　☆参加者へは、かわいいプレゼント付き！
　☆希望の方は、保健センターまで申し込みください。
申込み・問合せ先　保健環境課　保健予防係（保健センター内）　　☎82-5490

下仁田町ボランティア団体等連絡協議会下仁田町ボランティア団体等連絡協議会下仁田町ボランティア団体等連絡協議会
　本協議会は、町のボランティア活動、まちづくり活動等の発展と推進を図るための調査・研究を行うとともに、構成団
体相互の交流及び連携により、協働のまちづくりの推進を図ることを目的としています。
　５月２５日に定期総会を開催し、「姫街道もみじライン推進協議会」代表の上原さんが会長に再任されました。総会
後、地域おこし協力隊を交え意見交換会を行いました。それぞれの団体の活動内容を知るとともに、協力隊との協働
による新たな活動の可能性等について意見が交わされました。
　また、ボランティア団体等連絡協議会への新規入会も可能となりましたので、加入をご希望される場合は、地域創生
課（☎64-8809）までご連絡ください。
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副会長

委　員
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下仁田町食生活改善推進協議会
上町親睦会
下仁田町商工会女性部
下仁田本宿会
紫陽花を育てる会
姫街道もみじライン推進協議会
虻田福寿草育てる会
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佐藤　伊江
島崎あい子
里見　民子
金子　和子
小根澤ゆかり
磯田　潤子

　
まごごろ会
たけのこの会
ランチびんの会
きぬの会
下仁田読み聞かせの会
子育てボランティア
水月会
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委　員
監　事

副会長
会　長

代表者
伊原よし江
中村　忠嗣
齋藤　月美
東間　國行
下山喜三男
上原　一正
佐藤　啓二

加盟団体・代表者及び役職

7月の「保育園子育て応援（保育園体験）」活動計画
　　「保育園子育て応援（保育園体験）」は、在宅の３歳までの乳幼児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される保育園へお問い合わせください。

準備するもの

内　容

保 育 園
会 場
実 施 日
時 間
対 象 児

講 師

馬山こども園

妊婦さんと３才児まで

リトミック講師　田中文華、蟻坂弘江
担当保育士　寒河江恵子

毎週木曜日　7/7・14・21・28
１０：００～１１：００

運動の出来る服装でお出かけください。 動きやすい服装でご参加下さい。

リトミック（第1週及び第3週）

絵本の読み聞かせ・工作 等
親子で楽しくふれあい遊び

園庭開放

親子ふれあい遊び

保育園児とあそぼう
月齢により赤ちゃんマッサージ

親
子
の
集
い
の
広
場 乳幼児の育て方及び在園児との交流

※園庭開放…毎日行っています。
・月曜日～土曜日 13：00～17：00 ・日曜日 8：00～18：00

青倉保育園

１０：００～１１：3０
妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前に
ご連絡ください。

保育園ホール 保育園ホール

※保育園の見学や子育て相談、
　一時保育等の相談は、
　いつでも実施しています。
　ご希望の方は保育園へお問い
　合わせください。

■問合せ先
馬 山 こど も 園　８２－２３２３
青 倉 保 育 園 　８２－２５４９
下仁田町役場　健康課福祉係
　　　　　　　６４－８８０３（直通）

7/12（火）

代表者名称

※委員　社会福祉協議会事務局長　並木　幸男

広域地域

実　施　地　域

特定地域

①旧満州　　　　　　　　②旧ソ連　　　　　　　 ③西部ニューギニア　
④マリアナ諸島　　　　　⑤トラック・パラオ諸島　　 ⑥東部ニューギニア(1次)　
⑦ボルネオ・マレー半島　　⑧フィリピン(1次)　　　 ⑨ソロモン諸島
⑩ミャンマー(1次)　　　　⑪台湾・バシー海峡　　　 ⑫東部ニューギニア(2次)　
⑬ミャンマー(2次)　　　　⑭フィリピン(2次)　　　  ⑮中国

①西部ニューギニア　　　②ビスマーク諸島　　　　③マーシャル・ギルバート諸島
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下仁田町自然史館
下仁田町大字青倉１５８-1
☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

※下仁田町自然史館では、午前9時から午後4時まで展示室を開放しています、ぜひお出かけください。
※7月の休館日は4日・19日です

問合せ先　教育課ジオパーク推進係（下仁田町自然史館）　☎７０-３０７０

　5月22日に幕張で開催された日本地球惑星科学連合大会では全国のジオパークが集まり情報交換をするセッションが
あり、下仁田ジオパークは昨年の再認定審査での「条件付き再認定」の結果を受けて、新しくしたジオパーク推進体制
について発表しました。多くのジオパークの方からご意見をいただき、来年の再認定審査へ向けた一歩となりました。

ネギとコンニャク・ジオパーク
川原の石を見てみよう！

行事報告
学会（日本地球惑星科学連合大会）発表

　今年も夏のジオパーク探検教室を開催します。下仁田町自然史館を拠点として大学生のお兄さん、お姉さんと
ともに下仁田の自然のなかで様々な体験をして夏の思い出を作る1泊２日の教室です。ふるってご参加下さい。
　日　時：8月6日（土）13：00～　8月7日(日)14：00（日帰りでも参加できます）
　集　合：8月6日　13：00下仁田町自然史館
　対　象：小・中学生　約25名（先着順）
　参加費：2000円　（保護者同伴の場合は大人2500円）
　持ち物：洗面用具・タオル・着替え・水筒・サンダル以外の濡れてもいい靴・ビニール袋・動きやすい服装・帽子・

懐中電灯・軍手・寝袋（自然史館にも布団はありますが、寝袋があると快適です）
　申し込み：7月29日(金)までに下仁田自然学校へ電話で申し込んでください

行事予定
下仁田自然学校主催　夏のジオパーク探検教室2016開催

　6月1日にジオパーク下仁田協議会を開催しました。今年度からは新しく専門部会が発足し、ジオパークの推
進について活発な議論が行われました。
　これからもジオパーク推進にご協力お願いします。

ジオパーク下仁田協議会開催

　「下仁田町自然史館研究報告」の第１号が、下仁田自然学校の編集で刊行されました。町の公民館図書室などで閲覧でき
ますのでご覧ください。また今年度も研究報告の発行を予定しています。下仁田町周辺の大地と自然，人の歴史に関わる論
文・報告・紹介・資料を掲載しますので、趣旨にあうものでしたら誰でも投稿することができますので、原稿をお寄せ下さ
い。
　
第１号もくじ　論文；金剛萱遺跡の旧石器・縄文文化（金剛萱遺跡研究会）、金剛萱遺跡の局部磨製石斧の石材とその意義
（中村由克・保科　裕）、地すべりによる金剛萱遺跡の平坦面形成（大規模地すべり研究会）　資料；下仁田ロームの砂粒
組成（関東火山灰グループ）、群馬県南西部の中央構造線「馬山－金井線」の再検討（鏑川団体研究グループ）

「下仁田町自然史館研究報告」創刊！

　水遊びがきもちいい時期になりました。川で水遊びをしたときには、川原の石も一緒に見てみませんか？
　川原に落ちている石をよく見ると、色がついていたり、模様があったり、たくさんの種類の石があることに
気づきます。クリッペや中央構造線、火山活動など様々な地殻変動が集中している下仁田では、川原の石の種
類も豊富です。下仁田の川原の石の詳しい情報は自然史館の展示や、下仁田自然学校文庫の「かぶら川の石図
鑑」で見ることができます。石を詳しく見てみると、新しい発見があるかもしれません。

協力隊活動報告協力隊活動報告

　もうじき迎える下仁田町での２回目の夏。残された協力隊の任
期の中で何を残せるか、或いは築けるか、そう思うことが増えてき
ました。その思いのひとつ、６月４日（土）に荒船の湯の国道沿い駐
車場で開催された食の市あらふねマルシェ。無事に開催され、また
次につながる成果を得られることができました。お越しになられた
方々、マルシェに携わってくれた方々がいたからこそです。
　本当にありがとうございました。

　すき焼きの動画作品のグランプリを頂き、群馬県知事とお会いする事
ができました。
　ハード面を作製したので、今後はソフト面の充実を図り、下仁田町ひい
ては群馬県の農畜産物を確固たるものとし、それを観光施策に盛り込ん
でいきたいと考えています。

　5月の18日から20日まで千葉県にて地域おこし協力隊新人研修に参加しました。
　大学教授の方や総務省の方、地域おこし協力隊のOBの方など様々な方々のお話を聞くことや全国各地の協力隊
とお話出来る本当に貴重な時間を過ごすことが出来ました。
　そこで学んだ事は地域おこし協力隊と、素晴らしい名前を頂いておりますが実際には役場や地域の方々の期待に
添うことが難しい事実と、１人ではなく多くの方に支えられて今の地域おこし協力隊として仕事させていただいている
現状を再確認出来ました。
着任後もうすぐ半年を迎えるにあたって大それた事は出来ませんが美味しい物を少しでも提供出来るように精進して
行きたいと新たに身に感じております。

「ジオパーク歳時記を設置しています」
　町の人がもっとジオパークを知り、季節とともに下仁田の大地を楽しんでもらう
ことができるように「ジオパーク歳時記」を作成しました。役場や公民館、道の駅な
どに掲示しています。探してみてください。

「協力隊ユニフォームが完成しました」
　地域おこし協力隊の活動をもっと知ってもらいたいという想いから協力隊ユニフ
ォーム作成しました。まちでこの柄のポロシャツを着ている人を見かけたらそれは
きっと地域おこし協力隊の誰かです。見かけたときはぜひ声をかけてくださいね。

　５月は、矢川区美化運動、矢川区防災会議、西牧地区社会福祉協議会総会に出席させていただきました。
地域の皆様と一緒に行事や会議に参加させていただき、地域の歴史や、緊急体制、活動内容などを学ばせていただき
ました。
　今後は、西牧地区のなかでも矢川区から順に高齢者の方を訪問させて頂き、『生きがいづくり』に向けてさまざまな
お話ができたらと思っています。宜しくお願い致します！

渡辺隊員報告

沼田隊員報告

片山隊員報告

小池隊員報告

大井田隊員報告
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下仁田町自然史館
下仁田町大字青倉１５８-1
☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/
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　災害は忘れたころにやって来るとよくいわれています。今回の熊本地方の大地震は今なお続いており
ます。被害地の皆さんに心からお見舞いを申し上げます。さて、下仁田町でも過去にどんな災害があたか
ご存知でしょうか。　特に被害の多かった災害をあげて見ました。その他、急傾斜地等は知っておくこと
が大切でしょう。
・明治４０年、台風による大洪水がありまして、西牧村の新屋（あらや）地区では５ヘクタール余の田畑が
　流失しました。現在の田畑は地域住民の手で復旧したものです。完成は昭和９年で、同地には「西野牧
　開田記念碑」が建立されています。
・大正４年、雷雨による山崩れがありました。
・大正７年、ひょう害で農作物に被害がありました。
・昭和６年、西埼玉地震で、馬山の鎌田で屋根からの落石で１人犠牲者がでています。
・昭和１５年、大豆大～そら豆大のひょうが２０～３０分位降って大きな被害がありました。
・昭和２４年、大型のキティー台風で、県下各地に大きな被害が発生しました。小坂村中小坂の安導寺で
　は、道路が家屋のすぐ手前まで８０ｍ余決壊して通行不能となりました。復旧には全村民の奉仕活動
　がありました。
　　その後の護岸工事で現在の姿となったのです。対岸への行き来には丸木橋が2か所に掛けられて
　いましたが、増水のたびに流されて不便をしていましたが、その後立派な橋が掛けられて不便が解消
　されました。
　　また、下仁田町の網掛では、山崩れによって家屋１軒と通行人１人が流されています。
・昭和２７年、雷雨により西牧村の新屋地区に被害が出ました。
・昭和３３年、台風で新築間もない青倉中学校が、山崩れで崩壊し宿直の先生１人が犠牲になりました。
　戦後には度々の台風によって各地に被害が続出しています。
・昭和３４年、雷雨による大雨で被害がありました。
・昭和５４年、雷雨による大雨で被害がありました。
・平成１９年、台風による大雨で、下河原地域で河川が増水し数軒の家屋が浸水の被害を受けたり、大崩山
　で大木が根こぎになったり、赤津橋の流失、上信電鉄の線路が１０メートル余が決壊、その他にも大きな
　被害が出ました。
・平成２４年、１メートル余の大雪で各地に色 と々被害が続出しました。特に、栗山、七久保、高立、中之岳
　等では除　雪が滞り生活品、食料品等の調達が困難となり、自衛隊に要請して除雪が行われました。
　雪圧による家屋や屋根瓦の被害や山林被害もあり、学校は休校となりました。大雪の経験がない地方
　でその対応が大変でした。
・地すべり、群馬県と長野県の県境沿い尾根の東面が地滑り地帯です。林地は国有林内で、矢川峠周辺
　には急斜面や大きな崩壊地が見られます。
・町内各所の急傾斜地、人家付近には防災用の土砂止めが設置されていますが、常に注意が必要です。
　地域によっては防災訓練が実施されていますが、特に台風期には台風情報によく注意することが大切
　です。

ジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だより

神津牧場花祭りに参加しました神津牧場花祭りに参加しました

―――下仁田町の過去の災害―――
里　見　哲　夫

毎月２０日は『下仁田ジオパークの日』毎月２０日は『下仁田ジオパークの日』
７月の清掃活動は、青岩公園周辺を行います。
７月２０日（水）ＡＭ６：３０～７：１５
集合場所　青岩公園駐車場
＊ゴミ袋・ゴミ挟みは用意します。＊軍手等は各自ご持参願います。
＊清掃活動終了後、10分程度のミニガイド講座を開催します。

上信ファンタジー号でPRしました上信ファンタジー号でPRしました
　５月１日（日）、毎年恒例の「２０１６　ファンタジー号」が高崎―
下仁田間で運行されました。
ファンタジー号のヘッドマークを付けた電気機関車「デキ」に牽
引された客車で、下仁田駅に到着した方々は、無料配布の味噌お
でんやまちなかツアー・缶バッジ作りなど楽しい時間を過ごし、
にゃくっちや近隣のマスコットに見送られ帰途につきました。

　５月１５日（日）に神津牧場花祭りに参加してまいりました。このイベントは「お釈迦様の花まつり」として、明
治時代から屋敷集落とともに祝う伝統行事だそうです。売店と牛舎の間のお釈迦様を地元のご住職様にお
まつりしていただきイベントは開始しました。
　標高1000mを超えるこの地では、５月中旬は花まつりに相応しく多くの花が咲き乱れ、来場者をおもてな
ししていました。私たちジオパーク下仁田応援団もイベントに花を添えるべく荒船風穴・ジオパーク・下仁田
町観光ＰＲを行いました。

下仁田小学校へ出前講座!!下仁田小学校へ出前講座!!
　５月３０日（月）通年学習として、今年も下小５年生３８名を対象にジオパーク教室が開催されました。
　生活と生産の基盤となる下仁田町の産業。それに基づいた地質学的に貴重な地形への関心を楽しみ、高
めていこうと下小主催によるジオ出前講座に応援団が招かれ、教室での事前研修後、小雨そぼ降る中をいざ
青岩公園での石の採集に出発。途中、水車によるこんにゃく製粉工場の説明に水の威力の偉大さに驚くも、
川原に下りると大はしゃぎで石の採集をしていました。

5月のジオ（２０）の日美化活動5月のジオ（２０）の日美化活動
　今回は、５月２２日（日）に開催された、妙義山ビューライドin富岡のエイドステーションとなった、中之嶽神社
駐車場において「ジオの日」清掃美化活動を行いました。
　早朝からにも関わらず、大勢の方々にご協力いただき短時間のうちに駐車場内のゴミ拾いは終了し、コー
ス沿道の清掃も行いました。

第12号 2016.7.1

◎再認定に向けて応援団活動を高めましょう！！
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◎再認定に向けて応援団活動を高めましょう！！
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

下仁田ミニバス優勝
　５月２１日（土）・２２日（日）・２８日（土）、安中総合体育
館においてミニバスケットボールスポーツ少年団西毛
大会が行われ、下仁田ミニバスが男子Bクラスでみごと
優勝しました。
　下仁田ミニバスでは、年間を通して団員の募集を
行っております。
　バスケットボールをやってみたいという小学生男女
の皆さん、いつでも見学にいらして下さい。
練習日　火・木・土曜日
問合せ先　６７－５００７金井

小学生ねぎ植え体験
　５月２０日（金）、小金澤将民さん（馬山）の指導の下、地域おこし協力隊が主となり育てている畑で、下仁田
小学校４年生４５人がねぎ植え体験を行いました。

地元CMグランプリを知事に報告
　 地 元 の 魅 力 を C M で 伝 えるコンテスト

「JIMOT CM COMPETITION」（沖縄国際映
画祭実行委員会主催）の「イート・アンド・スマイ
ル部門」で群馬県代表の「至高のすき焼き」がグ
ランプリを受賞したことを受け、町長と制作に携
わった小池地域おこし協力隊員が知事に報告を
してきました。
　報告会には、ＣＭに出演したお笑い芸人のア
ンカンミンカンのお２人にも駆けつけていただ
きました。

第20回国保グラウンドゴルフ大会
　５月２５日（水）、天神平グラウンドゴルフ場（南野牧）
にて、健康増進の一環として国保グラウンドゴルフ大会
が開催されました。その成績結果は次のとおりです。

（参加者155名）

町民ハイキング（歩け歩け）
　体育協会山岳部主催の四ツ又山への町民ハ
イキング（歩け歩け）が、５月１５日(日)に行われ
ました。
　天候に恵まれ新緑の山々を眺めながら、楽し
い１日を過ごしました。

新教育長が就任しました。
　７月１日から茂木学氏が、新しく下仁田町教育委員会教育長に任命されま
した。任期は３年間です。
茂木教育長は、下仁田町馬山在住で長く教職につき、下仁田町においては、
平成１１年４月から旧西中学校教頭として、また、平成１６年４月から平成１９
年３月までの間、引き続き統合後の下仁田中学校教頭、更に、平成２４年４月
から平成２８年３月までの間、下仁田中学校校長として勤務されました。
　茂木教育長には、町の教育行政発展のためご活躍くださいますようお願
いいたします。
　なお、吉井誠前教育長には、３年９か月にわたり町の教育振興及び向上の
ためご尽力いただきました。大変ありがとうございました。

優　勝
準優勝
第3位

氏　名
青　木　保　夫
塚　原　たけ子
小金澤　輝　明

●かくしゃく賞（８０歳以上）　　　68名
●ホールインワン賞　　　　　　29名

（写真左より）塚原さん、青木さん、小金澤さん

地区
西牧
青倉
西牧

合計打数
32
33
34

1打
2
2
2

2打
7
6
5



15 14下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

下仁田ミニバス優勝
　５月２１日（土）・２２日（日）・２８日（土）、安中総合体育
館においてミニバスケットボールスポーツ少年団西毛
大会が行われ、下仁田ミニバスが男子Bクラスでみごと
優勝しました。
　下仁田ミニバスでは、年間を通して団員の募集を
行っております。
　バスケットボールをやってみたいという小学生男女
の皆さん、いつでも見学にいらして下さい。
練習日　火・木・土曜日
問合せ先　６７－５００７金井

小学生ねぎ植え体験
　５月２０日（金）、小金澤将民さん（馬山）の指導の下、地域おこし協力隊が主となり育てている畑で、下仁田
小学校４年生４５人がねぎ植え体験を行いました。

地元CMグランプリを知事に報告
　 地 元 の 魅 力 を C M で 伝 えるコンテスト

「JIMOT CM COMPETITION」（沖縄国際映
画祭実行委員会主催）の「イート・アンド・スマイ
ル部門」で群馬県代表の「至高のすき焼き」がグ
ランプリを受賞したことを受け、町長と制作に携
わった小池地域おこし協力隊員が知事に報告を
してきました。
　報告会には、ＣＭに出演したお笑い芸人のア
ンカンミンカンのお２人にも駆けつけていただ
きました。

第20回国保グラウンドゴルフ大会
　５月２５日（水）、天神平グラウンドゴルフ場（南野牧）
にて、健康増進の一環として国保グラウンドゴルフ大会
が開催されました。その成績結果は次のとおりです。

（参加者155名）

町民ハイキング（歩け歩け）
　体育協会山岳部主催の四ツ又山への町民ハ
イキング（歩け歩け）が、５月１５日(日)に行われ
ました。
　天候に恵まれ新緑の山々を眺めながら、楽し
い１日を過ごしました。

新教育長が就任しました。
　７月１日から茂木学氏が、新しく下仁田町教育委員会教育長に任命されま
した。任期は３年間です。
茂木教育長は、下仁田町馬山在住で長く教職につき、下仁田町においては、
平成１１年４月から旧西中学校教頭として、また、平成１６年４月から平成１９
年３月までの間、引き続き統合後の下仁田中学校教頭、更に、平成２４年４月
から平成２８年３月までの間、下仁田中学校校長として勤務されました。
　茂木教育長には、町の教育行政発展のためご活躍くださいますようお願
いいたします。
　なお、吉井誠前教育長には、３年９か月にわたり町の教育振興及び向上の
ためご尽力いただきました。大変ありがとうございました。

優　勝
準優勝
第3位

氏　名
青　木　保　夫
塚　原　たけ子
小金澤　輝　明

●かくしゃく賞（８０歳以上）　　　68名
●ホールインワン賞　　　　　　29名

（写真左より）塚原さん、青木さん、小金澤さん

地区
西牧
青倉
西牧

合計打数
32
33
34

1打
2
2
2

2打
7
6
5



17 16下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

氏　名
齋藤　瑞葵
茂木もも花
小泉　省悟
田村めのう

学校・学年
【よい歯のコンクール】

【啓発標語　最優秀賞】

優秀賞

小学校の部

中学校の部

下仁田小学校６年

下仁田中学校３年

氏　名
松原　佐和
榊原　有亜

学校・学年
下仁田小学校１年
下仁田中学校３年

作　品
みがいたよつぎはしあげをままおねがい
よく噛んでいきいき人生歯と共に
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報
】
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は
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～地域貢献活動～歴史館駐車場花壇整備
　５月２１日（土）、神戸建設株式会社様の地域貢献事業が実施されました。今回は、職員やご家族を合わせ約
４０名の方が参加し、歴史館駐車場花壇の除草作業、花の植栽を行っていただきました。
　大変ありがとうございました。

第１回伝統文化披露公演
　５月２２日（日）文化ホールにおいて、伝統文化披露公演が開催されました。
　歴史的伝統文化を後世に伝えることを目的とし、木遣りや和太鼓・お囃子の披露を、町内の１０団体が参加し
行いました。

平成２８年度　歯と口の健康に関するコンクール
図画・ポスター・啓発標語コンクール入賞
　６月１６日（木）、平成２８年度　歯と口の健康に関するコンクール、図画・ポスター・啓発標語コンクール富岡
甘楽管内入賞児童生徒の表彰式が、富岡甘楽口腔保健センターで、行なわれました。
　下仁田町からは、以下の６名が表彰されました。
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ぼ
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ど
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～地域貢献活動～歴史館駐車場花壇整備
　５月２１日（土）、神戸建設株式会社様の地域貢献事業が実施されました。今回は、職員やご家族を合わせ約
４０名の方が参加し、歴史館駐車場花壇の除草作業、花の植栽を行っていただきました。
　大変ありがとうございました。

第１回伝統文化披露公演
　５月２２日（日）文化ホールにおいて、伝統文化披露公演が開催されました。
　歴史的伝統文化を後世に伝えることを目的とし、木遣りや和太鼓・お囃子の披露を、町内の１０団体が参加し
行いました。

平成２８年度　歯と口の健康に関するコンクール
図画・ポスター・啓発標語コンクール入賞
　６月１６日（木）、平成２８年度　歯と口の健康に関するコンクール、図画・ポスター・啓発標語コンクール富岡
甘楽管内入賞児童生徒の表彰式が、富岡甘楽口腔保健センターで、行なわれました。
　下仁田町からは、以下の６名が表彰されました。
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5月入荷の新刊は次のとおりです。リクエストは職員までお気軽にどうぞ。
著者名
寺西恵里子
香川元太郎
齋藤孝

ヨシタケシンスケ
ディズニー
畠中恵
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物語の迷路・水の国の迷路
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著者名
川上弘美
林真理子
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書名
大きな鳥にさらわれないよう
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幸せになる勇気
上野三碑を読む

ポイズンドーター・ホーリーマザー

備　　考

新刊図書情報

「ＮＨＫラジオ体操」が下仁田町に来ます！「ＮＨＫラジオ体操」が下仁田町に来ます！

著者名
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H.ｼﾞｮｾﾌ･ﾎﾌﾟｷﾝｽ 文　ｼﾞﾙ･ﾏｹﾙﾘｰ 絵　池本佐恵子 訳

中村文人 文

書名
二日月

さかさ町
木のすきなケイトさん

コロッケ先生の情熱！ 古紙リサイクル授業 

■3・4年生
小学校低学年の部

著者名
中川なをみ 作

R･J･ﾊﾟﾗｼｵ 作　中井はるの 訳 
大西暢夫 文・写真

馬場錬成 著

書名
茶畑のジャヤ

ワンダー
ここで土になる

大村智ものがたり　苦しい道こそ楽しい人生

■５・６年生
小学校高学年の部

著者名
市川朔久子 著

ｼﾞﾙ･ﾙｲｽ 作　さくまゆみこ 訳
森越智子 作　谷口 広樹 絵

書名
ABC！曙第二中学校放送部

白いイルカの浜辺
生きる　劉連仁の物語

■中学校の部

第62回青少年読書感想文全国コンクール課題図書が入荷しています。学校が夏休みに入ると、貸し出しが集中しますのでお早めに！
課題図書は、１回につき「一人一冊・貸出期間は一週間」です。たくさんの人が借りられるようにご協力をお願いします。

　かんぽ生命、ＮＨＫ、全国ラジオ体操連盟が共同で主催する「夏期巡回・特別巡回ラジオ体操・みんなの体操会」が、下
仁田町で実施されます。
　当日の様子は、ＮＨＫラジオ第１放送で全国へ生放送されます。また放送終了後には、ラジオ体操第一等の動きのポ
イントや効用等を解説しながら一緒にラジオ体操を実施し、正しいラジオ体操の動きを習得する『ポイントレッスン』も
同時に開催されます。
　8,000人の下仁田町で参加者1,000人を目指しておりますので、「健康づくり」のために皆様お友達をお誘いあわ
せのうえ早起きし参加してください!!
　なお、参加された方には、「参加記念品」を差し上げます。さらに終了後には町のイベントとして、健康測定等も計画
しています。

【問合せ先】教育課 生涯学習係　☎82-2115
※詳細につきましては、順次、広報・ホームページ等でお知らせしていきます。

日　時
会　場
申込み

8月21日(日)　5時50分集合、6：00～7：30
下仁田中学校校庭（雨天時：下仁田中学校体育館）
不要（当日会場にお越し下さい）

民公 館 だ よ り
平成28年7月1日発行 388号

【下仁田町公民館】
☎82-3535  FAX82-5489
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催
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。
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友
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催
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図
書
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ま
つ
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に
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児
・
小
学
生
・
中

学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
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感
想
文
・
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想
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応
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し
て
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た
だ
き
、今
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は
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２６
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３
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３
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館
予
約
の
な
い
部
屋
）を
開
放
し

ま
す
。（
８
：
３０
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２
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立
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書
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県
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ひ
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まちなかラジオ体操
～ラジオ体操に参加するだけで、スクラムポイントがもらえちゃう！～
　町商業協同組合では、８月２１日(日)に行われる「夏季巡回ラジオ体操会」に先立ち、町民の健康増進とイベント
をより一層盛り上げるため、まちなかラジオ体操を開催します。皆様の参加をお待ちしています。
開 催 日　８月１４日(日)までの毎週日曜日　７月は３・１０・１７・２４・３１日です。
開催時間　午前６時３０分～午前６時４５分　開催場所　こんにゃく体験道場広場
イベント内容　ラジオ体操に参加した方に、１，０００円お買い上げ分の１０ポイントを
　　　　　贈呈します。
※ラジオ体操に参加の際は、スクラムカードをお持ちください。
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家
族

の
苦
悩
と
希
望
を
え
が
い
た
物

語
。

　
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う

る
話
で
す
の
で
、ふ
と
自
分
の
足

元
を
見
つ
め
て
み
た
く
な
る
作

品
で
す
。

　
詳
し
く
は
別
刷
り
の
チ
ラ
シ

（
回
覧
版
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
チ
ケ
ッ
ト
　
５
０
０
円

７
月
１
日（
金
）よ
り
販
売
い
た

し
ま
す
。　

町
民
文
化
講
座

◇
日
　
時
　
９
月
２
日（
金
）　

午
後
６
時
３０
分
〜

◇
場
　
所
　
文
化
ホ
ー
ル

◇
講
　
師
　
一
龍
斎
貞
花（
い
ち

り
ゅ
う
さ
い
て
い
か
）講
談
師

◇
演
　
題
　
人
生
を
楽
し
く
老

花（
ろ
う
か
）を
美
し
く
〜
笑
っ

て
元
気
に
イ
キ
イ
キ
と
〜

◇
内
　
容
　
会
場
が
一
体
と
な

り
、笑
い
あ
り
、感
動
あ
り
の
お

話
し
で
、元
気
を
い
た
だ
く
す
ば

ら
し
い
講
演
会
で
す
。

◇
チ
ケ
ッ
ト
　
５
０
０
円

７
月
２２
日（
金
）よ
り
販
売
い
た

し
ま
す
。

《
映
画
会・文
化
講
座
と
も
に
》

◇
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
　
下
仁
田
町

公
民
館・婦
人
会・P
T
A
連
合

会・文
化
協
会
各
団
体

◇
問
い
合
わ
せ
　
文
化
協
会
事

務
局（
下
仁
田
町
公
民
館
）☎
８２

―
３
５
３
５

図
書
室
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
！
　
　

　
４
月
２３
日
の「
子
ど
も
読
書
の

日
」に
ち
な
ん
で
開
催
し
た
図
書

室
ま
つ
り
に
、幼
児
・
小
学
生
・
中

学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の

感
想
文
・
感
想
画
を
応
募
し
て
い

た
だ
き
、今
年
は
全
部
で
２６
作
品

を
展
示
し
ま
し
た
。力
作
揃
い
で

図
書
館
を
利
用
す
る
方
々
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

公
民
館
３
階
を

開
放
し
ま
す
！

　
夏
休
み
期
間
中
は
図
書
室
を

学
習
に
利
用
す
る
学
生
が
多
い

た
め
、勉
強
す
る
学
生
に
限
り
、

公
民
館
３
階
の
空
室（
当
日
貸

館
予
約
の
な
い
部
屋
）を
開
放
し

ま
す
。（
８
：
３０
〜
１７
：
００
）夏

休
み
は
涼
し
い
公
民
館
で
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。利
用
を
希
望
す
る

人
は
、気
軽
に
２
階
の
公
民
館

事
務
室
へ
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。県

立
図
書
の
お
知
ら
せ

県
立
図
書
が
５
月
２０
日（
金
）に

入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。次
回
の
入

れ
替
え
は
９
月
１６
日（
金
）で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

まちなかラジオ体操
～ラジオ体操に参加するだけで、スクラムポイントがもらえちゃう！～
　町商業協同組合では、８月２１日(日)に行われる「夏季巡回ラジオ体操会」に先立ち、町民の健康増進とイベント
をより一層盛り上げるため、まちなかラジオ体操を開催します。皆様の参加をお待ちしています。
開 催 日　８月１４日(日)までの毎週日曜日　７月は３・１０・１７・２４・３１日です。
開催時間　午前６時３０分～午前６時４５分　開催場所　こんにゃく体験道場広場
イベント内容　ラジオ体操に参加した方に、１，０００円お買い上げ分の１０ポイントを
　　　　　贈呈します。
※ラジオ体操に参加の際は、スクラムカードをお持ちください。
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▽
住
宅
種
別
　
ふ
る
さ
と
定

住
促
進
（
勤
労
者
）
住
宅

▽
募
集
戸
数
　
１
戸
（
平
成

25
年
度
建
設
）

▽
間
取
り
　
１
Ｋ 

ロ
フ
ト
付

　
延
床
面
積
２
６
・
４
９
㎡

▽
家
賃
　
２
２
、
０
０
０
円

（
定
額
） 

▽
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費

　
月
額
２
、
０
０
０
円

▽
駐
車
場
　
１
台
　
月
額

１
、
６
２
０
円

▽
資
格
　
町
内
に
転
入
予
定

又
は
転
入
後
３
年
以
内
の

者
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

▽
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
期
間
　
２
年
以
内

▽
受
付
日
時
　
７
月
１
日

(

金)

〜
７
月
13
日
（
水
）
の

平
日

▽
平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

▽
入
居
予
定
　
７
月
下
旬

（
最
短
の
場
合
）

募
集
戸
数
よ
り
申
し
込
み
が

多
い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

▽
提
出
す
る
も
の
　
申
込

書
、
入
居
者
全
員
の
所
得
証

明
書
等
（
平
成
27
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況

に
よ
り
必
要
な
書
類

▽
問
合
せ
･
申
込
先

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係
　

☎
64―

８
８
０
７

　
町
教
育
委
員
会
で
は
第
二

十
六
回
少
年
の
主
張
下
仁
田

町
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
下
仁
田
中

学
校
の
代
表
生
徒
が
日
頃
の

生
活
を
と
お
し
て
感
じ
て
い

る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と

を
発
表
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
の
中
学
生
の
気
持
ち

を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
い

機
会
と
思
い
ま
す
の
で
お
で

か
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
７
月
６
日
（
水
）

午
後
２
時
〜

▽
場
　
所
　
下
仁
田
町
文
化

ホ
ー
ル

▽
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

☎
82―
２
１
１
５

▽
主
催
　
富
岡
甘
楽
平
和
運

動
実
行
委
員
会

▽
期
日
　
８
月
４
日
（
木
）

〜
６
日
（
土
）

▽
行
先
　
広
島
市

▽
対
象
者
　
小
学
校
６
年
生

〜
中
学
校
３
年
生

▽
参
加
費
　
個
人
負
担
１

０
、
０
０
０
円
（
実
行
委
員

会
の
補
助
あ
り
）

▽
定
員
　
10
人
以
内
（
県
全

体
で
20
人
、
申
込
み
多
数
の

場
合
は
選
考
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
　
７

月
11
日
（
月
）
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
学
校

名
・
学
年
・
生
年
月
日
・
保

護
者
名
・
電
話
番
号
・
参
加

へ
の
決
意
を
記
入
の
上
、
平

和
運
動
実
行
委
員
会
（
左

記
）
ま
で
　

平
和
運
動
実
行
委
員
会
　

☎
62―

０
２
０
３

　
今
年
も
１
８
０
ｍ
（
１
０

０
０
０
球
）
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
に
は
、
各

種
露
店
を
始
め
、
昔
な
が
ら

の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し

め
ま
す
。
ま
た
、
天
空
フ

ル
ー
ツ
流
し
を
行
い
ま
す
の

で
、
友
達
、
家
族
で
お
出
掛

け
下
さ
い
。

▽
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
開
催
期
間

７
月
24
日
（
日
）
〜
８
月
20

日
（
土
）
19
時
〜

▽
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
時
　

８
月
７
日
（
日
）
13
時
30
分

〜
20
時

▽
問
合
せ
先
　

旭
町
親
睦
会
　
代
表
　

堀
口
好
一

☎
82―

３
２
６
９
　

　
「
か
の
は
ら
カ
フ
ェ
」
は
、
認

知
症
の
方
や
ご
家
族
を
支
え
る

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
で
す
。
認
知

症
に
つ
い
て
ミ
ニ
講
座
、
認
知
症

質
問
コ
ー
ナ
ー
、
茶
話
開
な
ど
を

行
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
来
店

く
だ
さ
い
。
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
飲

み
物
や
ち
ょ
っ
と
し
た
お
菓
子
を

お
出
し
し
ま
す
。

▽
日
時
　
７
月
13
日(

水)

、

８
月
10
日
（
水
）
、
９
月
14

日
（
水
）
午
後
１
時
〜
３
時

▽
場
所
　
西
毛
病
院
　
認
知

症
デ
イ
ケ
ア
な
の
は
な
棟
２

階
（
富
岡
市
神
農
原
５
５
９

―

１
）※

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

ご
ざ
い
ま
す
。

▽
対
象
者

①
認
知
症
と
診
断
を
受
け
た

方
、
忘
れ
物
が
気
に
な
る
方

②
認
知
症
の
介
護
を
し
て
い

る
ご
家
族

宮
畑
住
宅
入
居
者
募
集

第
26
回
少
年
の
主
張

下
仁
田
町
大
会

旭
町
七
夕
ま
つ
り

ｉｎ
中
央
道
り
開
催

第
30
回
ヒ
ロ
シ
マ
に
学
ぶ

群
馬
子
ど
も
代
表
団

参
加
者
募
集

認
知
症
カ
フ
ェ「
か
の
は
ら

カ
フ
ェ
」を
開
催
し
ま
す

電
話
相
談
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

都
市
ガ
ス
消
費
機
器
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

観
光
案
内
所
よ
り
お
知
ら
せ

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

■下仁田町役場
■保健センター
■下仁田町公民館
■下仁田厚生病院
■荒船の湯
■歴史館
■下仁田町自然史館
■防災無線電話応答サービス

82-2111
82-5490
82-3535
82-3555
60-6004
82-5345
70-3070
82-4433

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

③
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
地

域
住
民

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
み
　
事
前
に
電
話
で

申
込
ん
で
い
た
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
い
で
す
が
、
「
当

日
飛
び
込
み
参
加
」
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
先
　
西
毛
病
院
　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
62―

３
１
５
６

「
群
馬
い
の
ち
の
電
話
」
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

●
受
講
内
容

▽
期
間
　
10
月
15
日
（
土
）

〜
平
成
29
年
７
月
29
日

（
土
）

▽
時
間
　
第
１
週
を
除
く
土

曜
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

▽
会
場
　
群
馬
県
社
会
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
新

前
橋
町
13-

12
）

▽
受
講
料
　
２
５
、
０
０
０

円▽
受
講
資
格
　
原
則
と
し
て

20
歳
以
上
68
歳
ま
で
の
方

●
応
募
手
続
き

▽
申
込
み
　
所
定
の
申
込
書

お
よ
び
「
応
募
動
機
」
を
１

２
０
０
字
相
当
（
原
稿
用
紙

３
枚
）

▽
申
込
期
限
　
８
月
31
日

（
水
）
当
日
消
印
有
効

※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
事
前
説
明
会
の
お
知
ら
せ

▽
日
時
　
７
月
30
日
（
土
）

受
付
　
午
後
１
時
〜
　

開
始
　
午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
所
　
高
崎
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

社
会
福
祉
法
人
群
馬
い
の
ち
の

電
話
　
25
期
養
成
講
座
担
当

〒
３
７
１―

８
６
９
１
　

前
橋
中
央
郵
便
局
私
書
箱
６
号

☎
０
２
７―

２
２
１―

１
８

８
０
（
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
・
土
日
祝
除
）

℻
０
２
７―

２
２
０―

５
６

６
６

▽
発
売
期
間
　
７
月
６
日

（
水
）
〜
７
月
29
日
（
金
）

▽
抽
選
日
　
８
月
９
日

（
火
）

※

こ
の
宝
く
じ
収
益
金
は
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
７
月
は
、
乳
児
健
診
等
の

た
め
、
11
日
（
月
）
、
22
日

（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医

師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ

り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
下
仁
田
厚
生

病
院
　
☎
82―

３
５
５
５

「
安
全
は
　
小
さ
な
注
意
の

　
積
み
重
ね
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
７
月
11
日
（
月
）
か
ら

７
月
20
日
（
水
）
の

１０
日

間
、

・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

・
自
転
車
と
二
輪
車
の
交
通

事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

を
運
動
重
点
と
す
る
、
『
夏

の
県
民
交
通
安
全
運
動
』
が

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
、

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

７
０
０
０
万
は
、群
馬
県
内
の

宝
く
じ
売
場
で
！

富
岡
市
富
岡
３
７
６―

５

県
教
職
員
組
合
甘
楽
支
部
内

平
和
運
動
実
行
委
員
会
　
行

370-2316実
施
さ
れ
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
ガ
ス
を
安
全
に

使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

ガ
ス
消
費
機
器
・
給
排
気
設

備
等
の
調
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
お
宅
へ
委

託
業
者
が
伺
い
調
査
を
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▽
調
査
期
間
　
７
月
〜
９
月

末
日

▽
対
象
地
区
　
都
市
ガ
ス
供

給
区
域

①
東
町
・
上
町
・
川
井
・
白

山
地
区
の
都
市
ガ
ス
供
給
区

域②
家
庭
用
機
器
の
内
、
不
完

全
燃
焼
防
止
機
能
の
無
い
小

型
湯
沸
器
、
Ｃ
Ｆ
風
呂
釡
、

Ｃ
Ｆ
湯
沸
器
を
ご
使
用
の
お

客
様

委
託
業
者
　
北
陸
ガ
ス
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
　※

調
査
員

は
調
査
実
施
前
に
町
証
明
書

を
提
示
し
ま
す
。
　

▽
調
査
費
用
　
無
料

▽
問
合
せ
先
　
建
設
ガ
ス
水

道
課
　
ガ
ス
係

☎
64―
８
８
０
８

《
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
》

　
観
光
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
か
た
は
お
気
軽

に
ご
参
加
下
さ
い
。

▽
日
時
　
７
月
29
日(

金)

　

18
時
〜
19
時

▽
会
場
　
下
仁
田
町
観
光
案

内
所
内
（
道
の
駅
し
も
に
た

内
）

※

人
数
を
把
握
す
る
必
要
が

り
ま
す
の
で
、
電
話
で
参
加

の
旨
を
ご
連
絡
下
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
　
下
仁
田
町
観

光
協
会
（
道
の
駅
し
も
に
た

内
）
☎
67―

７
５
０
０
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▽
住
宅
種
別
　
ふ
る
さ
と
定

住
促
進
（
勤
労
者
）
住
宅

▽
募
集
戸
数
　
１
戸
（
平
成

25
年
度
建
設
）

▽
間
取
り
　
１
Ｋ 

ロ
フ
ト
付

　
延
床
面
積
２
６
・
４
９
㎡

▽
家
賃
　
２
２
、
０
０
０
円

（
定
額
） 

▽
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費

　
月
額
２
、
０
０
０
円

▽
駐
車
場
　
１
台
　
月
額

１
、
６
２
０
円

▽
資
格
　
町
内
に
転
入
予
定

又
は
転
入
後
３
年
以
内
の

者
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

▽
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
期
間
　
２
年
以
内

▽
受
付
日
時
　
７
月
１
日

(

金)

〜
７
月
13
日
（
水
）
の

平
日

▽
平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

▽
入
居
予
定
　
７
月
下
旬

（
最
短
の
場
合
）

募
集
戸
数
よ
り
申
し
込
み
が

多
い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

▽
提
出
す
る
も
の
　
申
込

書
、
入
居
者
全
員
の
所
得
証

明
書
等
（
平
成
27
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況

に
よ
り
必
要
な
書
類

▽
問
合
せ
･
申
込
先

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係
　

☎
64―

８
８
０
７

　
町
教
育
委
員
会
で
は
第
二

十
六
回
少
年
の
主
張
下
仁
田

町
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
下
仁
田
中

学
校
の
代
表
生
徒
が
日
頃
の

生
活
を
と
お
し
て
感
じ
て
い

る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と

を
発
表
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
の
中
学
生
の
気
持
ち

を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
い

機
会
と
思
い
ま
す
の
で
お
で

か
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
７
月
６
日
（
水
）

午
後
２
時
〜

▽
場
　
所
　
下
仁
田
町
文
化

ホ
ー
ル

▽
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

☎
82―

２
１
１
５

▽
主
催
　
富
岡
甘
楽
平
和
運

動
実
行
委
員
会

▽
期
日
　
８
月
４
日
（
木
）

〜
６
日
（
土
）

▽
行
先
　
広
島
市

▽
対
象
者
　
小
学
校
６
年
生

〜
中
学
校
３
年
生

▽
参
加
費
　
個
人
負
担
１

０
、
０
０
０
円
（
実
行
委
員

会
の
補
助
あ
り
）

▽
定
員
　
10
人
以
内
（
県
全

体
で
20
人
、
申
込
み
多
数
の

場
合
は
選
考
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
　
７

月
11
日
（
月
）
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
学
校

名
・
学
年
・
生
年
月
日
・
保

護
者
名
・
電
話
番
号
・
参
加

へ
の
決
意
を
記
入
の
上
、
平

和
運
動
実
行
委
員
会
（
左

記
）
ま
で
　

平
和
運
動
実
行
委
員
会
　

☎
62―

０
２
０
３

　
今
年
も
１
８
０
ｍ
（
１
０

０
０
０
球
）
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
に
は
、
各

種
露
店
を
始
め
、
昔
な
が
ら

の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し

め
ま
す
。
ま
た
、
天
空
フ

ル
ー
ツ
流
し
を
行
い
ま
す
の

で
、
友
達
、
家
族
で
お
出
掛

け
下
さ
い
。

▽
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
開
催
期
間

７
月
24
日
（
日
）
〜
８
月
20

日
（
土
）
19
時
〜

▽
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
時
　

８
月
７
日
（
日
）
13
時
30
分

〜
20
時

▽
問
合
せ
先
　

旭
町
親
睦
会
　
代
表
　

堀
口
好
一

☎
82―

３
２
６
９
　

　
「
か
の
は
ら
カ
フ
ェ
」
は
、
認

知
症
の
方
や
ご
家
族
を
支
え
る

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
で
す
。
認
知

症
に
つ
い
て
ミ
ニ
講
座
、
認
知
症

質
問
コ
ー
ナ
ー
、
茶
話
開
な
ど
を

行
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
来
店

く
だ
さ
い
。
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
飲

み
物
や
ち
ょ
っ
と
し
た
お
菓
子
を

お
出
し
し
ま
す
。

▽
日
時
　
７
月
13
日(

水)

、

８
月
10
日
（
水
）
、
９
月
14

日
（
水
）
午
後
１
時
〜
３
時

▽
場
所
　
西
毛
病
院
　
認
知

症
デ
イ
ケ
ア
な
の
は
な
棟
２

階
（
富
岡
市
神
農
原
５
５
９

―

１
）※

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

ご
ざ
い
ま
す
。

▽
対
象
者

①
認
知
症
と
診
断
を
受
け
た

方
、
忘
れ
物
が
気
に
な
る
方

②
認
知
症
の
介
護
を
し
て
い

る
ご
家
族

宮
畑
住
宅
入
居
者
募
集

第
26
回
少
年
の
主
張

下
仁
田
町
大
会

旭
町
七
夕
ま
つ
り

ｉｎ
中
央
道
り
開
催

第
30
回
ヒ
ロ
シ
マ
に
学
ぶ

群
馬
子
ど
も
代
表
団

参
加
者
募
集

認
知
症
カ
フ
ェ「
か
の
は
ら

カ
フ
ェ
」を
開
催
し
ま
す

電
話
相
談
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

都
市
ガ
ス
消
費
機
器
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

観
光
案
内
所
よ
り
お
知
ら
せ

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

■下仁田町役場
■保健センター
■下仁田町公民館
■下仁田厚生病院
■荒船の湯
■歴史館
■下仁田町自然史館
■防災無線電話応答サービス

82-2111
82-5490
82-3535
82-3555
60-6004
82-5345
70-3070
82-4433

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

③
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
地

域
住
民

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
み
　
事
前
に
電
話
で

申
込
ん
で
い
た
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
い
で
す
が
、
「
当

日
飛
び
込
み
参
加
」
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
先
　
西
毛
病
院
　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
62―

３
１
５
６

「
群
馬
い
の
ち
の
電
話
」
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

●
受
講
内
容

▽
期
間
　
10
月
15
日
（
土
）

〜
平
成
29
年
７
月
29
日

（
土
）

▽
時
間
　
第
１
週
を
除
く
土

曜
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

▽
会
場
　
群
馬
県
社
会
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
新

前
橋
町
13-

12
）

▽
受
講
料
　
２
５
、
０
０
０

円▽
受
講
資
格
　
原
則
と
し
て

20
歳
以
上
68
歳
ま
で
の
方

●
応
募
手
続
き

▽
申
込
み
　
所
定
の
申
込
書

お
よ
び
「
応
募
動
機
」
を
１

２
０
０
字
相
当
（
原
稿
用
紙

３
枚
）

▽
申
込
期
限
　
８
月
31
日

（
水
）
当
日
消
印
有
効

※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
事
前
説
明
会
の
お
知
ら
せ

▽
日
時
　
７
月
30
日
（
土
）

受
付
　
午
後
１
時
〜
　

開
始
　
午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
所
　
高
崎
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

社
会
福
祉
法
人
群
馬
い
の
ち
の

電
話
　
25
期
養
成
講
座
担
当

〒
３
７
１―

８
６
９
１
　

前
橋
中
央
郵
便
局
私
書
箱
６
号

☎
０
２
７―

２
２
１―
１
８

８
０
（
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
・
土
日
祝
除
）

℻
０
２
７―

２
２
０―

５
６

６
６

▽
発
売
期
間
　
７
月
６
日

（
水
）
〜
７
月
29
日
（
金
）

▽
抽
選
日
　
８
月
９
日

（
火
）

※

こ
の
宝
く
じ
収
益
金
は
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
７
月
は
、
乳
児
健
診
等
の

た
め
、
11
日
（
月
）
、
22
日

（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医

師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ

り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
下
仁
田
厚
生

病
院
　
☎
82―

３
５
５
５

「
安
全
は
　
小
さ
な
注
意
の

　
積
み
重
ね
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
７
月
11
日
（
月
）
か
ら

７
月
20
日
（
水
）
の

１０
日

間
、

・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

・
自
転
車
と
二
輪
車
の
交
通

事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

を
運
動
重
点
と
す
る
、
『
夏

の
県
民
交
通
安
全
運
動
』
が

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
、

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

７
０
０
０
万
は
、群
馬
県
内
の

宝
く
じ
売
場
で
！

富
岡
市
富
岡
３
７
６―

５

県
教
職
員
組
合
甘
楽
支
部
内

平
和
運
動
実
行
委
員
会
　
行

370-2316実
施
さ
れ
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
ガ
ス
を
安
全
に

使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

ガ
ス
消
費
機
器
・
給
排
気
設

備
等
の
調
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
お
宅
へ
委

託
業
者
が
伺
い
調
査
を
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▽
調
査
期
間
　
７
月
〜
９
月

末
日

▽
対
象
地
区
　
都
市
ガ
ス
供

給
区
域

①
東
町
・
上
町
・
川
井
・
白

山
地
区
の
都
市
ガ
ス
供
給
区

域②
家
庭
用
機
器
の
内
、
不
完

全
燃
焼
防
止
機
能
の
無
い
小

型
湯
沸
器
、
Ｃ
Ｆ
風
呂
釡
、

Ｃ
Ｆ
湯
沸
器
を
ご
使
用
の
お

客
様

委
託
業
者
　
北
陸
ガ
ス
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
　※

調
査
員

は
調
査
実
施
前
に
町
証
明
書

を
提
示
し
ま
す
。
　

▽
調
査
費
用
　
無
料

▽
問
合
せ
先
　
建
設
ガ
ス
水

道
課
　
ガ
ス
係

☎
64―

８
８
０
８

《
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
》

　
観
光
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
か
た
は
お
気
軽

に
ご
参
加
下
さ
い
。

▽
日
時
　
７
月
29
日(

金)

　

18
時
〜
19
時

▽
会
場
　
下
仁
田
町
観
光
案

内
所
内
（
道
の
駅
し
も
に
た

内
）

※

人
数
を
把
握
す
る
必
要
が

り
ま
す
の
で
、
電
話
で
参
加

の
旨
を
ご
連
絡
下
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
　
下
仁
田
町
観

光
協
会
（
道
の
駅
し
も
に
た

内
）
☎
67―

７
５
０
０
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最優秀賞

※
掲
載
者
の
学
校・学
年
は
平
成
２7
年
度
の
も
の
で
す

■
作
文
小
学
生
の
部

　
明
治
二
十
三
年
九
月
十
六
日
に
起
き
た『
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
』に
つい
て
、今
ま
で
私
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
事
故
に
は
、樫
野
の
人
達
と
、ト
ル
コ
の
人
達
と
の
深
い
関
わ
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　
当
時
の
樫
野
の
人
達
は
、い
き
な
り
現
れ
た
血
だ
ら
け
の
ト
ル
コ
の
人
達
を
見
て
、ど
う
思
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。ふ
だ
ん
見
る
こ
と
な
ど
無
い
光
景
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、助
け
て
手
当
を
し
て
く

れ
て
、ト
ル
コ
の
人
達
は
、ど
の
よ
う
に
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。樫
野
の
人
達
の
、自
身
の
こ
と
は
気

に
せ
ず
、ト
ル
コ
の
人
達
の
た
め
に
、大
切
な
食
料
を
与
え
、手
当
て
を
し
て
、純
粋
に
助
け
た
い
と

思
う
気
持
ち
と
姿
勢
を
す
ご
く
尊
敬
し
ま
し
た
。海
岸
で
息
が
あ
る
船
員
を
発
見
し
た
人
の
気

持
ち
は
、想
像
し
て
も
し
き
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、助
か
っ
た
人
は
も
ち
ろ

ん
、亡
く
な
って
し
ま
っ
た
人
を
丁
重
に
葬
り
、遺
品
を
集
め
、遺
族
の
元
に
返
す
と
い
う
行
動
は
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、心
配
し
て
い
る
遺
族
を
、ど
れ
だ
け
優
し
く
包
ん
で
く
れ
た
こ
と
か

と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、百
年
の
時
を
経
た一九
八
五
年
三
月
十
七
日
。イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
の
戦
争
中
の
イ
ラ
ク
側

の
人
間
の一言
に
、世
界
中
が
ふ
る
え
あ
が
って
い
ま
し
た
。日
本
の
政
府
の
救
助
の
力
が
及
ば
ず
、

あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
時
、ト
ル
コ
の
飛
行
機
が
到
着
し
、日
本
人
を
助
け
に
来
た
の
を
知
り
、二

百
十
五
人
の
日
本
人
は
ど
う
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。政
府
も
、マ
ス
コ
ミ
も
、そ
し
て
現
場
に
い
た
日

本
人
も
、百
年
前
に
起
き
た
事
件
を
知
ら
ず
に
い
た
の
に
、ト
ル
コ
の
人
々
は
、エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の

重
大
な
事
故
を
覚
え
て
い
て
、ト
ル
コ
の
人
達
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。こ
ち
ら
側
は
何
も
知
ら

な
い
の
に
、「
あ
の
時
の
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
。」と
、恩
を
百
年
を
経
て
返
す
姿
を
知
り
、と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。日
本
人
が
知
ら
な
い
だ
け
で
、ト
ル
コ
の
人
達
は
知
って
い
る
こ
と
に
、と
て
も
有
難

く
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
が
も
し
、明
治
二
十
三
年
、樫
野
で
、血
だ
ら
け
の
ト
ル
コ
の
人
達
を
見
つ
け
た
ら
、彼
ら
の
よ

う
に
、助
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。一九
八
五
年
の
ト
ル
コ
の
人
々
の
立
場
に
い
た
ら
、自

分
達
だ
け
が
戦
場
に
残
る
こ
と
が
出
来
た
の
か・・・。多
分
、い
や
、き
っ
と
、当
時
の
人
達
の
よ
う
に

は
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。今
の
日
本
は
、け
っ
し
て
き
れ
い
な
心
を
持
つ
人
だ
け
が
い
る
と
は
言
い

切
れ
ま
せ
ん
。私
が
あ
の
立
場
だ
っ
た
ら
、手
当
て
を
し
て
も
、食
事
を
与
え
る
の
を
こ
ば
ん
で
い
た

と
思
い
ま
す
。口
で
は
良
い
よ
う
に
言
って
い
て
も
、実
際
あ
う
と
上
手
く
対
応
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
私
は
、当
時
の
樫
野
の
人
達
の
、足
下
に
も
お
よ
び
ま
せ
ん
。で
も
自
分
を
見
つ
め

直
し
て
、人
の
た
め
に
行
動
で
き
る
力
を
伸
ば
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
助
け
て
も
ら
う
こ
と
が
、と
て
も
多
い
で
す
。日
常
生
活
に
起
き
る
さ
さ
い
な
こ
と
か
ら
、

も
っ
と
大
き
な
こ
と
ま
で
、と
て
も
多
い
で
す
。幼
い
時
、泣
き
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
な
ぐ
さ
め
て

く
れ
た
こ
と
。忘
れ
物
を
し
た
と
き
に
貸
し
て
く
れ
た
こ
と
。わ
が
ま
ま
に
付
き
合
って
く
れ
た
こ

と
。そ
ん
な
色
々
な
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
、こ
れ
か
ら
も
忘
れ
な
い
で
、いつ
か
、い
ろ
ん
な
人
に
恩
を

返
し
な
が
ら
、樫
野
の
人
達
や
ト
ル
コ
の
人
達
の
よ
う
に
、温
か
い
心
を
持
って
、い
ざ
と
い
う
時
に

た
よ
り
に
な
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

樫
野
の
人
達
と
ト
ル
コ
の
人
達
と
私
達
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※
掲
載
者
の
学
校・学
年
は
平
成
２7
年
度
の
も
の
で
す

■
作
文
中
学
生
の
部

　「
か
わ
い
そ
う
。」

　
こ
の
言
葉
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。そ
れ
は
ど
ん
な
と
き
、ど
ん
な
思
い
で
使
い
ま
し
た

か
。私
は
こ
の
言
葉
に
す
ご
く
大
き
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。私
に
と
って
こ
の
言
葉
は
、言
い
た

く
な
い
言
葉
で
あ
り
、そ
れ
と
同
時
に
最
も
言
わ
れ
た
く
な
い
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
何
年
か
前
、ク
ラ
ス
で
孤
立
し
て
い
た
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。大
好
き
だ
っ
た
友
達
も
信

じ
て
い
た
友
達
も
流
さ
れ
て
い
く
か
の
よ
う
に
私
の
側
か
ら
離
れ
て
い
き
ま
し
た
。休
み
時
間
、一

人
で
イ
ス
に
座
わ
って
い
る
と一人
ぽ
っ
ち
な
ん
だ
、と
い
う
さ
み
し
さ
で
心
が
いっ
ぱ
い
に
な
る
感
覚

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。そ
の
と
き
の
私
の
学
校
生
活
は
悲
し
く
、辛
い
も
の
で
し
た
。し
か

し
、そ
ん
な
中
で
も
ま
っ
す
ぐ
私
と
向
き
合
って
く
れ
る
数
少
な
い
友
達
と
、私
は
間
違
って
い
る

こ
と
は
し
て
い
な
い
と
思
う
強
い
気
持
ち
を
持
って
、毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、あ
る
友
達
が
私
に
向
か
って

「
か
わ
い
そ
う
だ
ね
。」

と
言
い
ま
し
た
。私
は
、そ
の
言
葉
を
言
わ
れ
て
か
ら
辛
い
、悲
し
い
と
感
じ
て
い
た
学
校
生
活
が
、

怖
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。私
が「
か
わ
い
そ
う
」と
い
う
言
葉
の
裏
に
見
た
の
は「
み

じ
め
」と
い
う
言
葉
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
、私
は
人
の
目
ば
か
り
を
気
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。自
分
が
み
じ
め
だ
と

思
わ
れ
た
く
な
く
て
強
が
って
、か
わ
い
そ
う
だ
と
思
わ
れ
た
く
な
く
て
笑
って
い
ま
し
た
。し
か

し
、そ
の
頃
の
私
は
本
当
に
み
じ
め
で
か
わ
い
そ
う
な
の
は
、自
分
に
嘘
を
つ
き
続
け
る
自
分
だ
と

い
う
こ
と
に
ま
だ
気
づ
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。そ
ん
な
私
に
は
、ず
っ
と
心
の
中
に
自
分
だ
け
の

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。一つ
目
は
、決
し
て
う
つ
む
か
な
い
こ
と
。二
つ
目
は
、決
し
て一人
に
な
ら
な

い
こ
と
。こ
の
二
つ
の
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
、か
わ
い
そ
う
に
は
見
え
な
い
と
思
って
い
ま
し
た
。そ
し
て

気
づ
け
ば
、か
わ
い
そ
う
だ
と
思
わ
れ
な
い
よ
う
に
生
き
て
い
ま
し
た
。生
き
て
い
る
こ
と
が
恥
か

し
い
と
思
い
始
め
る
と
、信
じ
ら
れ
る
も
の
が
ど
ん
ど
ん
減
って
、いつ
し
か
す
べ
て
の
言
葉
が
嘘
に

聞
こ
え
て
、何
を
言
わ
れ
て
も
マ
イ
ナ
ス
に
し
か
と
ら
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、最
初

に
持
って
い
た
あ
の
強
い
気
持
ち
も
よ
く
分
か
ら
な
く
な
って
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
あ
る
日
突
然
、自
分
は
何
を
や
って
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
、本
当
に
か
わ
い
そ
う
な
の

は
今
の
自
分
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。そ
の
と
き
に
は
、も
う
泣
く
こ
と
し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
と
な
って
は
、私
に「
か
わ
い
そ
う
。」と
言
っ
た
あ
の
友
達
も
き
っ
と
、か
わ
い
そ
う
と
思
わ
れ

る
の
が
怖
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。自
分
よ
り
か
わ
い
そ
う
な
人
を
見
つ
け
る
こ
と
で
安
心
し
た

か
つ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
今
、楽
し
く
学
校
生
活
を
送
って
い
ま
す
。し
か
し
、た
ま
に
心
が
苦
し
く
な
る
と
き
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
は
昔
の
私
と
同
じ
よ
う
に
人
の
目
を
気
に
し
す
ぎ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
と
き
で

す
。一人
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
無
視
し
て
笑
って
い
る
姿
は
す
ぐ
に
分
か
って
し
ま
い
ま
す
。そ
し

て
も
う
一つ
は
悪
口
を
聞
い
た
と
き
で
す
。例
え
、そ
れ
が
私
の
悪
口
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
決
し

て
良
い
気
持
ち
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

　
人
間
は
言
葉
一つ
で
、嬉
し
い
気
持
ち
や
悲
し
い
気
持
ち
に
も
な
れ
ま
す
。そ
し
て
ど
ん
な
気
持

ち
に
な
る
か
は
、人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。だ
か
ら
そ
の
人
の
価
値
を一言
で
決
め
つ
け
る
よ
う
な
言
葉

の
使
い
方
を
私
は
し
ま
せ
ん
。き
っ
と
世
界
中
の
人
々
が
言
葉
の
使
い
方
の
大
切
さ
に
気
づ
け
ば
、

も
っ
と
世
界
は
幸
せ
に
な
れ
る
は
ず
で
す
。そ
の一歩
と
し
て
、ま
ず
は
自
分
の
言
葉
の
使
い
方
を

振
り
返
って
み
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
は
、相
手
が
幸
せ
に
な
れ
る
言
葉
の
使
い
方
で
し
た
か
。

■
人
権
尊
重
親
子
標
語（
小
学
校
低
学
年
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■
作
文
小
学
生
の
部

　
明
治
二
十
三
年
九
月
十
六
日
に
起
き
た『
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
』に
つい
て
、今
ま
で
私
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
事
故
に
は
、樫
野
の
人
達
と
、ト
ル
コ
の
人
達
と
の
深
い
関
わ
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　
当
時
の
樫
野
の
人
達
は
、い
き
な
り
現
れ
た
血
だ
ら
け
の
ト
ル
コ
の
人
達
を
見
て
、ど
う
思
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。ふ
だ
ん
見
る
こ
と
な
ど
無
い
光
景
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、助
け
て
手
当
を
し
て
く

れ
て
、ト
ル
コ
の
人
達
は
、ど
の
よ
う
に
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。樫
野
の
人
達
の
、自
身
の
こ
と
は
気

に
せ
ず
、ト
ル
コ
の
人
達
の
た
め
に
、大
切
な
食
料
を
与
え
、手
当
て
を
し
て
、純
粋
に
助
け
た
い
と

思
う
気
持
ち
と
姿
勢
を
す
ご
く
尊
敬
し
ま
し
た
。海
岸
で
息
が
あ
る
船
員
を
発
見
し
た
人
の
気

持
ち
は
、想
像
し
て
も
し
き
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、助
か
っ
た
人
は
も
ち
ろ

ん
、亡
く
な
って
し
ま
っ
た
人
を
丁
重
に
葬
り
、遺
品
を
集
め
、遺
族
の
元
に
返
す
と
い
う
行
動
は
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、心
配
し
て
い
る
遺
族
を
、ど
れ
だ
け
優
し
く
包
ん
で
く
れ
た
こ
と
か

と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、百
年
の
時
を
経
た一九
八
五
年
三
月
十
七
日
。イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
の
戦
争
中
の
イ
ラ
ク
側

の
人
間
の一言
に
、世
界
中
が
ふ
る
え
あ
が
って
い
ま
し
た
。日
本
の
政
府
の
救
助
の
力
が
及
ば
ず
、

あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
時
、ト
ル
コ
の
飛
行
機
が
到
着
し
、日
本
人
を
助
け
に
来
た
の
を
知
り
、二

百
十
五
人
の
日
本
人
は
ど
う
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。政
府
も
、マ
ス
コ
ミ
も
、そ
し
て
現
場
に
い
た
日

本
人
も
、百
年
前
に
起
き
た
事
件
を
知
ら
ず
に
い
た
の
に
、ト
ル
コ
の
人
々
は
、エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の

重
大
な
事
故
を
覚
え
て
い
て
、ト
ル
コ
の
人
達
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。こ
ち
ら
側
は
何
も
知
ら

な
い
の
に
、「
あ
の
時
の
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
。」と
、恩
を
百
年
を
経
て
返
す
姿
を
知
り
、と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。日
本
人
が
知
ら
な
い
だ
け
で
、ト
ル
コ
の
人
達
は
知
って
い
る
こ
と
に
、と
て
も
有
難

く
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
が
も
し
、明
治
二
十
三
年
、樫
野
で
、血
だ
ら
け
の
ト
ル
コ
の
人
達
を
見
つ
け
た
ら
、彼
ら
の
よ

う
に
、助
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。一九
八
五
年
の
ト
ル
コ
の
人
々
の
立
場
に
い
た
ら
、自

分
達
だ
け
が
戦
場
に
残
る
こ
と
が
出
来
た
の
か・・・。多
分
、い
や
、き
っ
と
、当
時
の
人
達
の
よ
う
に

は
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。今
の
日
本
は
、け
っ
し
て
き
れ
い
な
心
を
持
つ
人
だ
け
が
い
る
と
は
言
い

切
れ
ま
せ
ん
。私
が
あ
の
立
場
だ
っ
た
ら
、手
当
て
を
し
て
も
、食
事
を
与
え
る
の
を
こ
ば
ん
で
い
た

と
思
い
ま
す
。口
で
は
良
い
よ
う
に
言
って
い
て
も
、実
際
あ
う
と
上
手
く
対
応
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
私
は
、当
時
の
樫
野
の
人
達
の
、足
下
に
も
お
よ
び
ま
せ
ん
。で
も
自
分
を
見
つ
め

直
し
て
、人
の
た
め
に
行
動
で
き
る
力
を
伸
ば
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
助
け
て
も
ら
う
こ
と
が
、と
て
も
多
い
で
す
。日
常
生
活
に
起
き
る
さ
さ
い
な
こ
と
か
ら
、

も
っ
と
大
き
な
こ
と
ま
で
、と
て
も
多
い
で
す
。幼
い
時
、泣
き
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
な
ぐ
さ
め
て

く
れ
た
こ
と
。忘
れ
物
を
し
た
と
き
に
貸
し
て
く
れ
た
こ
と
。わ
が
ま
ま
に
付
き
合
って
く
れ
た
こ

と
。そ
ん
な
色
々
な
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
、こ
れ
か
ら
も
忘
れ
な
い
で
、いつ
か
、い
ろ
ん
な
人
に
恩
を

返
し
な
が
ら
、樫
野
の
人
達
や
ト
ル
コ
の
人
達
の
よ
う
に
、温
か
い
心
を
持
って
、い
ざ
と
い
う
時
に

た
よ
り
に
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る
よ
う
な
人
間
に
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と
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す
。
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は
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度
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も
の
で
す

■
作
文
中
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生
の
部

　「
か
わ
い
そ
う
。」

　
こ
の
言
葉
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。そ
れ
は
ど
ん
な
と
き
、ど
ん
な
思
い
で
使
い
ま
し
た

か
。私
は
こ
の
言
葉
に
す
ご
く
大
き
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。私
に
と
って
こ
の
言
葉
は
、言
い
た

く
な
い
言
葉
で
あ
り
、そ
れ
と
同
時
に
最
も
言
わ
れ
た
く
な
い
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
何
年
か
前
、ク
ラ
ス
で
孤
立
し
て
い
た
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。大
好
き
だ
っ
た
友
達
も
信

じ
て
い
た
友
達
も
流
さ
れ
て
い
く
か
の
よ
う
に
私
の
側
か
ら
離
れ
て
い
き
ま
し
た
。休
み
時
間
、一

人
で
イ
ス
に
座
わ
って
い
る
と一人
ぽ
っ
ち
な
ん
だ
、と
い
う
さ
み
し
さ
で
心
が
いっ
ぱ
い
に
な
る
感
覚

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。そ
の
と
き
の
私
の
学
校
生
活
は
悲
し
く
、辛
い
も
の
で
し
た
。し
か

し
、そ
ん
な
中
で
も
ま
っ
す
ぐ
私
と
向
き
合
って
く
れ
る
数
少
な
い
友
達
と
、私
は
間
違
って
い
る

こ
と
は
し
て
い
な
い
と
思
う
強
い
気
持
ち
を
持
って
、毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、あ
る
友
達
が
私
に
向
か
って

「
か
わ
い
そ
う
だ
ね
。」

と
言
い
ま
し
た
。私
は
、そ
の
言
葉
を
言
わ
れ
て
か
ら
辛
い
、悲
し
い
と
感
じ
て
い
た
学
校
生
活
が
、

怖
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。私
が「
か
わ
い
そ
う
」と
い
う
言
葉
の
裏
に
見
た
の
は「
み

じ
め
」と
い
う
言
葉
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
、私
は
人
の
目
ば
か
り
を
気
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。自
分
が
み
じ
め
だ
と

思
わ
れ
た
く
な
く
て
強
が
って
、か
わ
い
そ
う
だ
と
思
わ
れ
た
く
な
く
て
笑
って
い
ま
し
た
。し
か

し
、そ
の
頃
の
私
は
本
当
に
み
じ
め
で
か
わ
い
そ
う
な
の
は
、自
分
に
嘘
を
つ
き
続
け
る
自
分
だ
と

い
う
こ
と
に
ま
だ
気
づ
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。そ
ん
な
私
に
は
、ず
っ
と
心
の
中
に
自
分
だ
け
の

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。一つ
目
は
、決
し
て
う
つ
む
か
な
い
こ
と
。二
つ
目
は
、決
し
て一人
に
な
ら
な

い
こ
と
。こ
の
二
つ
の
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
、か
わ
い
そ
う
に
は
見
え
な
い
と
思
って
い
ま
し
た
。そ
し
て

気
づ
け
ば
、か
わ
い
そ
う
だ
と
思
わ
れ
な
い
よ
う
に
生
き
て
い
ま
し
た
。生
き
て
い
る
こ
と
が
恥
か

し
い
と
思
い
始
め
る
と
、信
じ
ら
れ
る
も
の
が
ど
ん
ど
ん
減
って
、いつ
し
か
す
べ
て
の
言
葉
が
嘘
に

聞
こ
え
て
、何
を
言
わ
れ
て
も
マ
イ
ナ
ス
に
し
か
と
ら
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、最
初

に
持
って
い
た
あ
の
強
い
気
持
ち
も
よ
く
分
か
ら
な
く
な
って
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
あ
る
日
突
然
、自
分
は
何
を
や
って
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
、本
当
に
か
わ
い
そ
う
な
の

は
今
の
自
分
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。そ
の
と
き
に
は
、も
う
泣
く
こ
と
し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
と
な
って
は
、私
に「
か
わ
い
そ
う
。」と
言
っ
た
あ
の
友
達
も
き
っ
と
、か
わ
い
そ
う
と
思
わ
れ

る
の
が
怖
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。自
分
よ
り
か
わ
い
そ
う
な
人
を
見
つ
け
る
こ
と
で
安
心
し
た

か
つ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
今
、楽
し
く
学
校
生
活
を
送
って
い
ま
す
。し
か
し
、た
ま
に
心
が
苦
し
く
な
る
と
き
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
は
昔
の
私
と
同
じ
よ
う
に
人
の
目
を
気
に
し
す
ぎ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
と
き
で

す
。一人
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
無
視
し
て
笑
って
い
る
姿
は
す
ぐ
に
分
か
って
し
ま
い
ま
す
。そ
し

て
も
う
一つ
は
悪
口
を
聞
い
た
と
き
で
す
。例
え
、そ
れ
が
私
の
悪
口
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
決
し

て
良
い
気
持
ち
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

　
人
間
は
言
葉
一つ
で
、嬉
し
い
気
持
ち
や
悲
し
い
気
持
ち
に
も
な
れ
ま
す
。そ
し
て
ど
ん
な
気
持

ち
に
な
る
か
は
、人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。だ
か
ら
そ
の
人
の
価
値
を一言
で
決
め
つ
け
る
よ
う
な
言
葉

の
使
い
方
を
私
は
し
ま
せ
ん
。き
っ
と
世
界
中
の
人
々
が
言
葉
の
使
い
方
の
大
切
さ
に
気
づ
け
ば
、

も
っ
と
世
界
は
幸
せ
に
な
れ
る
は
ず
で
す
。そ
の一歩
と
し
て
、ま
ず
は
自
分
の
言
葉
の
使
い
方
を

振
り
返
って
み
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
は
、相
手
が
幸
せ
に
な
れ
る
言
葉
の
使
い
方
で
し
た
か
。

■
人
権
尊
重
親
子
標
語（
小
学
校
低
学
年
）

言
葉
の
使
い
方

下
仁
田
中
学
校

　二
年
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賀
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平
成
27
年
度
人
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重
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え
る
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
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未成年者の喫煙について未成年者の喫煙について未成年者の喫煙について
シリーズ「お元気ですか」（健康しもにた21）シリーズ「お元気ですか」（健康しもにた21）シリーズ「お元気ですか」（健康しもにた21）

　子どもの頃は、誰もタバコを吸っていません。吸っていなくても、吸っていないからこそ喫煙欲求でイライ
ラすることはありません。
　また、初めてタバコを吸った時に咳き込んだり、苦くてマズイ体験をしますが、これが本来のタバコへの反
応です。タバコに含まれる200種類以上の有害物質を体が拒絶するのです。しかし、吸い続けているうちに、
ニコチン依存症となりタバコをやめられなくなります。
　ですから、最も大切なことは、タバコを吸い始めないことです。
　未成年者の喫煙は、「未成年者喫煙禁止法」で禁止されています。喫煙開始年齢が低いほど病気になりやす
く、また、短期間でニコチン依存症に陥り、禁煙が困難になるという問題もあり、早く禁煙をする必要があり
ます。

 〈未成年者の喫煙の健康影響〉
○身長の伸びが止まる　○運動能力の極端な低下　　　　　　○免疫機能低下による風邪・インフルエンザ
○各種のがん　　　　　○気管支炎や肺炎などの呼吸器疾患　○動脈硬化
○脳細胞障害（行動異常や知能指数低下）　　　　　　　　　○喫煙から他の禁止薬物の使用

　保護者や家族が喫煙者の場合、受動喫煙の害にも注意が必要です。喫煙マナーは家庭内でも守りましょう。

問合せ先　　保健環境課 保健予防係（保健センター）　☎82-5490

　まだ梅雨はあけませんが、晴れた日はもう夏の暑さですね。気温・湿度の高い日は、屋外だけでなく室内で
も要注意。重症の場合は命に関わることもあります。「自分は大丈夫。」という油断は禁物です。

早めの対応が大事です。ご自分の体調の変化に気を付けましょう。
【軽度：注意】めまい、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、気分が悪いなど
　　　　　　　　→　涼しい場所へ移動し、体を冷やして水分・塩分をとる。体温が高いようなら受診
【中度：危険】頭痛、吐き気、おう吐、からだのだるさなど
　　　　　　　　→　急いで受診
【重度：重症】ふらふらする、立てない、意識がない、呼吸が速くなる、手足が動かない
　　　　　　　　→　救急車を呼ぶ

問合せ先　保健環境課　保健予防係（保健センター）　☎82-5490

室内では・・・
　　⇒扇風機やエアコンで温度を調整（節電を気にして無理に暑さを我慢しない）
　　⇒遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用
　　⇒室温をこまめに確認（室温が28度になったら注意）
外出時には・・・
　　⇒日傘や帽子の着用
　　⇒日陰の利用、こまめな休息
　　⇒天気のよい日は、日中の外出をできるだけ控える
からだに熱がこもるのを避けるために
　　⇒通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する
　　⇒保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす

暑さを避ける

　室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、こまめに水分・塩分、経口補水液※などを補給する。
※水に食塩とブドウ糖を溶かしたもの

こまめに水分を補給する

熱中症を予防しましょう熱中症を予防しましょう

　町民の青少年健全育成に対する意識の一層の高揚を図り、家庭・学校・地域が一体となった町民総ぐるみの
青少年健全育成運動を推進するため、育成大会を実施します。
　下仁田町における青少年にかかわる表彰やアトラクション等を実施し、青少年の前向きに生きる姿勢と青少
年の健全育成に関わる大人たちを称賛します。
　また、「家庭の日」の一環として子ども向け人気アニメ映画を上映します。映画を鑑賞するだけでも可能で
すので、お気軽にご来場ください。

※詳しくは掲示されるポスター・チラシなどをご覧ください。
問合せ先　教育課 生涯学習係　☎８２－２１１５

第2回青少年健全育成大会＆子ども向け人気アニメ映画上映会開催のご案内第2回青少年健全育成大会＆子ども向け人気アニメ映画上映会開催のご案内

症状と対応症状と対応

高齢者肺炎球菌予防接種について高齢者肺炎球菌予防接種について高齢者肺炎球菌予防接種について
　肺炎球菌とは、肺炎などの原因となる病原菌です。とくに、高齢者は免疫力の低下に伴い肺炎にかかりやす
く重症化しやすいといわれています。町では費用の一部を助成しています。

定期接種対象者　下仁田町に住所を有し、過去に肺炎球菌（23価）未接種者で65歳、70歳、75歳、80歳、
85歳、90歳、95歳、100歳になる方（平成28年度末日）

　　　　　　　　①60歳～65歳未満で心臓・腎臓・呼吸器・ヒト免疫不全機能障害を有する方で身体障害者
手帳1級程度の方

接　種　費　用　自己負担　2,000円　　　　※生活保護世帯の人は無料になります。
期　　　　　間　平成29年3月31日まで
持　　ち　　物　健康保険証（年齢、住所を確認するために必要）
接　種　方　法　接種を希望される方は、予診票を受取りに保健センターまでお越しください。指定医療機関

にて（予診票配布時にお知らせします。）接種になります。
注　意　事　項　一度でも任意接種で行った方は、対象外になりますのでご注意ください。
　　　　　　　　肺炎にかかった方でもワクチンの型（ポリサッカライド）のすべてに罹患したと見なせない

ので、対象になります。
問合せ先　保健環境課　保健推進係（保健センター内）☎82-5490

～任意接種も継続して行います～
定期接種対象外の方で
①65歳以上の方
②今までに一度も受けていない方
が対象になります。
※保健センターまで、印鑑と健康保険証を持参して、申請にお越しください。
　接種当日は、接種費用2,000円がかかります。

問合せ先　保健環境課　保健推進係（保健センター内）☎82-5490

場　所
内　容
入場料無料、申込み不要、どなたでも自由に参加できます。

７月２３日（土）
アトラクション（８：１０～）、式典（９：００～）
映画上映（１０：１０～・１３：００～）　※時間は予定です
下仁田町文化ホール
アトラクション（下中・下高吹奏楽等）、式典（青少年健全育成表彰等）、映画上映　※内容は予定です

日　時
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も要注意。重症の場合は命に関わることもあります。「自分は大丈夫。」という油断は禁物です。

早めの対応が大事です。ご自分の体調の変化に気を付けましょう。
【軽度：注意】めまい、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、気分が悪いなど
　　　　　　　　→　涼しい場所へ移動し、体を冷やして水分・塩分をとる。体温が高いようなら受診
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　　　　　　　　①60歳～65歳未満で心臓・腎臓・呼吸器・ヒト免疫不全機能障害を有する方で身体障害者
手帳1級程度の方

接　種　費　用　自己負担　2,000円　　　　※生活保護世帯の人は無料になります。
期　　　　　間　平成29年3月31日まで
持　　ち　　物　健康保険証（年齢、住所を確認するために必要）
接　種　方　法　接種を希望される方は、予診票を受取りに保健センターまでお越しください。指定医療機関

にて（予診票配布時にお知らせします。）接種になります。
注　意　事　項　一度でも任意接種で行った方は、対象外になりますのでご注意ください。
　　　　　　　　肺炎にかかった方でもワクチンの型（ポリサッカライド）のすべてに罹患したと見なせない

ので、対象になります。
問合せ先　保健環境課　保健推進係（保健センター内）☎82-5490

～任意接種も継続して行います～
定期接種対象外の方で
①65歳以上の方
②今までに一度も受けていない方
が対象になります。
※保健センターまで、印鑑と健康保険証を持参して、申請にお越しください。
　接種当日は、接種費用2,000円がかかります。

問合せ先　保健環境課　保健推進係（保健センター内）☎82-5490

場　所
内　容
入場料無料、申込み不要、どなたでも自由に参加できます。

７月２３日（土）
アトラクション（８：１０～）、式典（９：００～）
映画上映（１０：１０～・１３：００～）　※時間は予定です
下仁田町文化ホール
アトラクション（下中・下高吹奏楽等）、式典（青少年健全育成表彰等）、映画上映　※内容は予定です

日　時
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介護保険係からのお知らせ

地域密着型サービス事業者（グループホーム）を募集します

出かけてみませんか「かぶらの里なでしこキャラバン」
介護保険係からのお知らせ

地域密着型サービス事業者（グループホーム）を募集します

出かけてみませんか「かぶらの里なでしこキャラバン」
介護保険係からのお知らせ

地域密着型サービス事業者（グループホーム）を募集します

（1）介護保険負担割合証
介護サービス費負担割合区分

　
※事業対象者・要支援・要介護認定を受けた人全員に、利用者の負担割合を記載した介護保険負担割合証を発

行します（7月中旬発送予定）。　
※介護保険サービスを利用されている方は負担割合証が届きましたら居宅介護支援事業所または、入所施設へ

提出されますようお願いいたします。
　負担割合証の有効期限は、8月1日から翌年の7月31日までです。

（2）介護保険負担限度額認定証
　平成28年度の町県民税非課税世帯に該当し、施設利用者（介護老人福祉施設、介護老人保健施設及び介護療
養型医療施設）のうち、配偶者及び同居家族が町県民税課税者の場合や、預貯金などが一定額（単身者1千万
円、夫婦2千万円）を超える場合は補助が受けられません（住民票を別にしている場合でも配偶者の所得は勘案
されます）。補助を受けるには、負担限度額認定申請が必要です。負担限度額認定申請書に、通帳の写し、金
融機関などへの預貯金照会の同意書を添付して申請してください。
　今回の判定から非課税年金収入についても所得として勘案されます。
　なお、受け取った「負担限度額認定証」を施設に提出しなければ減額されませんので、忘れずに施設へ提出
してください。
　新しい負担限度額認定申請の認定証の有効期限は、8月1日から翌年の7月31日までです。

問合せ先　健康課　介護保険係　☎64-8802（直通）

出かけてみませんか「かぶらの里なでしこキャラバン」
　介護施設の職員等が地域に出向き、65歳以上のすべての人（元気な方）を対象に、介護予防の基本的な講
座、筋力アップや転倒予防の運動などを行う「かぶらの里なでしこキャラバン」を実施しています。一緒にお
茶を飲んだり、おしゃべりしたり、気軽に参加していただけるキャラバン事業です。
　小坂地区を皮切りに、以後、町内各地を巡回します。
巡回時間　午前10時から12時
対 象 者　65歳以上の方ならどなたでも参加できます。直接会場へおこしください。
問合せ先　特別養護老人ホームかぶらの里　☎82-0222
日　　程

　町では「第6期（平成27年～29年度）下仁田町老人福祉計画及び下仁田町介護保険計画」に基づき、地域に密着
した介護サービス基盤の整備を進めており、平成29年度は下記の施設を整備する予定です。
　そこで、下記の事業所を開設したい法人は、受付期間内に公募申請書の提出をお願いいたします。

介護予防普及啓発事業

病気と介護を遠ざける日常生活のおくり方病気と介護を遠ざける日常生活のおくり方病気と介護を遠ざける日常生活のおくり方
～中之条町の研究成果から～
　中之条町民を対象に行った日常生活の活動量研究の成果は、健康維持、病気の予防、健康寿命延伸のため、
効果を発揮しています。
テレビ出演も多数している先生の貴重な講演です。『これならできる!!』と納得できるはず。直接会場へお出掛
けください。

日　時：７月１３日（水）１３：００～１５：００
場　所：下仁田町文化ホール
講　師：東京都健康長寿医療センター研究所
　　　　老化制御研究チーム副部長運動科学研究室長　
　　　　青柳幸利　博士
問合せ先：健康課高齢対策係　☎６４－８８０４

介護予防講演会のお知らせ

家族支援　介護者の集い『ちょっとひといきサロン』のご案内家族支援　介護者の集い『ちょっとひといきサロン』のご案内家族支援　介護者の集い『ちょっとひといきサロン』のご案内
　平成28年4月より介護をしている家族の方の相談や情報交換、ほっとする気分転換の場としてスタートしました。
　1人で悩まず、サロンに参加する事で、解決方法を見つけていきませんか？
日　時　８月号広報にてお知らせいたします
会　場　老人デイサービスセンター山王
講　師　同　職員
内　容　介護保険制度の説明、交流と情報交換、先輩介護者の経験談
対象者　65歳以上の方の介護を行っている介護者または介護を行っていた方
定　員　30名
申込み　直接老人デイサービスセンター山王☎67-5868へお申し込みください。

　※送迎希望の方は、下仁田駅または保健センター前バス停から送迎いたしますので、お申込みの際に
お伝えください。

申込み・問合せ先　老人デイサービスセンター山王　☎67-5868

下仁田町委託事業

口腔ケアの重要性と効果について
バランスの良い食事で健康管理
認知症の理解と自己診断テスト
脳トレゲームで脳を活性化
生活機能向上リハビリ
ウォーキングで体力づくり

小坂13区公会堂
7月  6日
7月20日
8月  3日
8月24日
9月  7日
9月21日

上小坂集会所
7月13日
7月27日
8月10日
8月31日
9月14日
9月28日

内　　　容 会場別日程

所得要件　（所得は、個人町・県民税で用いる前年所得により判定）
合計所得が160万円未満の人

自己負担割合
1割

1割

2割

同一世帯の第1号被保険者の年金収入＋その他の合計所得金額　
　1人世帯：280万円未満　　　2人以上世帯：346万円未満

上記以外の人

介護保険法に基づくサービスを提供できる法人
認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
1施設1ユニット：定員9名
平成29年度中に施設建設を完了（平成30年度から速やかにサービス提供を実施）
（1）土砂災害危険箇所等は除きます
（2）文化財保護法に規定する埋蔵文化財包蔵地内の場合は、試掘調等が必要となりま
　　  すので事前にご相談ください。
（3）農地関係法の規制地域（農振地域等）でないことを原則とします。ただし、規制
　　  地域に開設を計画する場合は、事前にご相談ください
（4）その他（募集要項にてご確認ください）
8月1日（月）～8月19日（金）まで
※土・日曜、祝日は除き、午前8時30分から午後4時30分まで
書類審査、現地確認、ヒアリング後に、選定委員会において審議選定し町が決定します

資　　　　　格
施設種類及び
施　　設　　数
施設建設期間

施設建設場所等

申請書受付期間

審査・選定方法

1

2

3

4

5

6
■詳細な条件等については、応募要項をご用意しておりますので担当課までお問い合わせください。
　問合せ先　健康課介護保険係　☎64-8802（直通）

合計所得
金額
160万円
以上の人

コメリ様隣の
建物です！！
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介護保険係からのお知らせ

地域密着型サービス事業者（グループホーム）を募集します

出かけてみませんか「かぶらの里なでしこキャラバン」
介護保険係からのお知らせ

地域密着型サービス事業者（グループホーム）を募集します

出かけてみませんか「かぶらの里なでしこキャラバン」
介護保険係からのお知らせ

地域密着型サービス事業者（グループホーム）を募集します

（1）介護保険負担割合証
介護サービス費負担割合区分

　
※事業対象者・要支援・要介護認定を受けた人全員に、利用者の負担割合を記載した介護保険負担割合証を発

行します（7月中旬発送予定）。　
※介護保険サービスを利用されている方は負担割合証が届きましたら居宅介護支援事業所または、入所施設へ

提出されますようお願いいたします。
　負担割合証の有効期限は、8月1日から翌年の7月31日までです。

（2）介護保険負担限度額認定証
　平成28年度の町県民税非課税世帯に該当し、施設利用者（介護老人福祉施設、介護老人保健施設及び介護療
養型医療施設）のうち、配偶者及び同居家族が町県民税課税者の場合や、預貯金などが一定額（単身者1千万
円、夫婦2千万円）を超える場合は補助が受けられません（住民票を別にしている場合でも配偶者の所得は勘案
されます）。補助を受けるには、負担限度額認定申請が必要です。負担限度額認定申請書に、通帳の写し、金
融機関などへの預貯金照会の同意書を添付して申請してください。
　今回の判定から非課税年金収入についても所得として勘案されます。
　なお、受け取った「負担限度額認定証」を施設に提出しなければ減額されませんので、忘れずに施設へ提出
してください。
　新しい負担限度額認定申請の認定証の有効期限は、8月1日から翌年の7月31日までです。

問合せ先　健康課　介護保険係　☎64-8802（直通）

出かけてみませんか「かぶらの里なでしこキャラバン」
　介護施設の職員等が地域に出向き、65歳以上のすべての人（元気な方）を対象に、介護予防の基本的な講
座、筋力アップや転倒予防の運動などを行う「かぶらの里なでしこキャラバン」を実施しています。一緒にお
茶を飲んだり、おしゃべりしたり、気軽に参加していただけるキャラバン事業です。
　小坂地区を皮切りに、以後、町内各地を巡回します。
巡回時間　午前10時から12時
対 象 者　65歳以上の方ならどなたでも参加できます。直接会場へおこしください。
問合せ先　特別養護老人ホームかぶらの里　☎82-0222
日　　程

　町では「第6期（平成27年～29年度）下仁田町老人福祉計画及び下仁田町介護保険計画」に基づき、地域に密着
した介護サービス基盤の整備を進めており、平成29年度は下記の施設を整備する予定です。
　そこで、下記の事業所を開設したい法人は、受付期間内に公募申請書の提出をお願いいたします。

介護予防普及啓発事業

病気と介護を遠ざける日常生活のおくり方病気と介護を遠ざける日常生活のおくり方病気と介護を遠ざける日常生活のおくり方
～中之条町の研究成果から～
　中之条町民を対象に行った日常生活の活動量研究の成果は、健康維持、病気の予防、健康寿命延伸のため、
効果を発揮しています。
テレビ出演も多数している先生の貴重な講演です。『これならできる!!』と納得できるはず。直接会場へお出掛
けください。

日　時：７月１３日（水）１３：００～１５：００
場　所：下仁田町文化ホール
講　師：東京都健康長寿医療センター研究所
　　　　老化制御研究チーム副部長運動科学研究室長　
　　　　青柳幸利　博士
問合せ先：健康課高齢対策係　☎６４－８８０４

介護予防講演会のお知らせ

家族支援　介護者の集い『ちょっとひといきサロン』のご案内家族支援　介護者の集い『ちょっとひといきサロン』のご案内家族支援　介護者の集い『ちょっとひといきサロン』のご案内
　平成28年4月より介護をしている家族の方の相談や情報交換、ほっとする気分転換の場としてスタートしました。
　1人で悩まず、サロンに参加する事で、解決方法を見つけていきませんか？
日　時　８月号広報にてお知らせいたします
会　場　老人デイサービスセンター山王
講　師　同　職員
内　容　介護保険制度の説明、交流と情報交換、先輩介護者の経験談
対象者　65歳以上の方の介護を行っている介護者または介護を行っていた方
定　員　30名
申込み　直接老人デイサービスセンター山王☎67-5868へお申し込みください。

　※送迎希望の方は、下仁田駅または保健センター前バス停から送迎いたしますので、お申込みの際に
お伝えください。

申込み・問合せ先　老人デイサービスセンター山王　☎67-5868

下仁田町委託事業

口腔ケアの重要性と効果について
バランスの良い食事で健康管理
認知症の理解と自己診断テスト
脳トレゲームで脳を活性化
生活機能向上リハビリ
ウォーキングで体力づくり

小坂13区公会堂
7月  6日
7月20日
8月  3日
8月24日
9月  7日
9月21日

上小坂集会所
7月13日
7月27日
8月10日
8月31日
9月14日
9月28日

内　　　容 会場別日程

所得要件　（所得は、個人町・県民税で用いる前年所得により判定）
合計所得が160万円未満の人

自己負担割合
1割

1割

2割

同一世帯の第1号被保険者の年金収入＋その他の合計所得金額　
　1人世帯：280万円未満　　　2人以上世帯：346万円未満

上記以外の人

介護保険法に基づくサービスを提供できる法人
認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
1施設1ユニット：定員9名
平成29年度中に施設建設を完了（平成30年度から速やかにサービス提供を実施）
（1）土砂災害危険箇所等は除きます
（2）文化財保護法に規定する埋蔵文化財包蔵地内の場合は、試掘調等が必要となりま
　　  すので事前にご相談ください。
（3）農地関係法の規制地域（農振地域等）でないことを原則とします。ただし、規制
　　  地域に開設を計画する場合は、事前にご相談ください
（4）その他（募集要項にてご確認ください）
8月1日（月）～8月19日（金）まで
※土・日曜、祝日は除き、午前8時30分から午後4時30分まで
書類審査、現地確認、ヒアリング後に、選定委員会において審議選定し町が決定します

資　　　　　格
施設種類及び
施　　設　　数
施設建設期間

施設建設場所等

申請書受付期間

審査・選定方法

1

2

3

4

5

6
■詳細な条件等については、応募要項をご用意しておりますので担当課までお問い合わせください。
　問合せ先　健康課介護保険係　☎64-8802（直通）

合計所得
金額
160万円
以上の人

コメリ様隣の
建物です！！
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　子どもの急な病気などで対応に困ったら、ブッシュ回線の電話、ま
たは携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護師が相談
に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前９時～翌朝午前８時
問合せ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

約３分間の健康講和が聞けます
月／赤痢・パラチフス　　　　火／ガン対策の心構え
水／こどもの夜泣き　　　　　木／女性に冷え性は大敵？
金／乳腺の炎症　　　　　　　土日／しみ・ソバカスの悩み
◆今月の～直接相談タイム～はお休みです。
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問合せ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 7月 ☎０２７－２３４－４９７０＃８０００群馬こども救急相談

7～8月　健康カレンダー

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

平成２8年1月～2月生まれ

平成２7年10月～11月生まれ

H２7 年 5 月 ～ 6 月 生 ま れ

H２6年11月～12月生まれ

H２6 年 5 月 ～ 6 月 生 ま れ

H２5年11月～12月生まれ

H２5 年 5 月 ～ 6 月 生 ま れ

H２4年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　　　午後５時

8月26日（金）

7月5日（火）

8月9日（火）

7月２2日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　午後１時４５分

午後１時３０分～
　　　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ

※３歳児は事前に
配布する
アンケートと尿・
歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、むし
歯予防指導、家族計画・授乳
指導育児相談、保健指導、離
乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・希
望者にフッ素塗布、食生活指
導と手作りおやつの試食、保
健指導、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成２8年4月～5月生まれ

精神保健相談
「こころの相談」 8月12日（金） 午後３時から予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をして
　ください。

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人叉はその家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急時にご
利用してください。

◆7月 3日(日)　宮崎　誠先生（宮崎医院）

診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問合せ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問合せ先　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

富岡保健福祉事務所　7月
●エイズ相談（予約制）
　日　時　月曜日（要確認）　午後１時～２時
　内　容　血液検査・健康相談など（匿名で受けられます）
　会　場　富岡合同庁舎
　担当者　医師、保健師
　申込先　富岡保健福祉事務所　保健係　☎６２－１５４１

●精神保健福祉相談（予約制）
　日　時　7月12日（火）　午後１時～３時
　対　象　不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
　　　　　さまざまなこころの悩みや病気をもつ本人又はその家族など
　会　場　富岡保健福祉事務所
　担当者　精神科医師、保健師
　申込先　富岡保健福祉事務所　保健係　☎６２－１５４１

　  会場・問合せ先　保健センター　☎８２-５４９０

受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで
膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づくりを目指しましょう。
　申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。
　65歳以上であれば誰でも参加できます。

【参加費】無料
【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》

平成２8年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～

■【問合せ先】　健康課 高齢対策係（地域包括支援センター）　☎６４－８８０４（直通）まで

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時

下仁田町公民館３階
大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

14日(木)
17日(水)

4日(月)
1日(月)

健康運動指導士

4日(月)
1日(月)
8日(金)

12日(金)
7日(木)
8日(月)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

19日(火)
2日(火)

28日(木)
12日(金)
15日(金)

8日(月)

20日(水)
30日(火)
22日(金)
19日(金)

7日(木)
18日(木)

11日(月)
29日(月)
29日(金)
29日(月)
19日(火)
30日(火)

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時
午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時
午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

7月
8月
7月
8月

7月
8月
7月
8月
7月
8月

7月
8月
7月
8月
7月
8月

7月
8月
7月
8月
7月
8月

7月
8月
7月
8月
7月
8月
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　子どもの急な病気などで対応に困ったら、ブッシュ回線の電話、ま
たは携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護師が相談
に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前９時～翌朝午前８時
問合せ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

約３分間の健康講和が聞けます
月／赤痢・パラチフス　　　　火／ガン対策の心構え
水／こどもの夜泣き　　　　　木／女性に冷え性は大敵？
金／乳腺の炎症　　　　　　　土日／しみ・ソバカスの悩み
◆今月の～直接相談タイム～はお休みです。
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問合せ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 7月 ☎０２７－２３４－４９７０＃８０００群馬こども救急相談

7～8月　健康カレンダー

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

平成２8年1月～2月生まれ

平成２7年10月～11月生まれ

H２7 年 5 月 ～ 6 月 生 ま れ

H２6年11月～12月生まれ

H２6 年 5 月 ～ 6 月 生 ま れ

H２5年11月～12月生まれ

H２5 年 5 月 ～ 6 月 生 ま れ

H２4年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　　　午後５時

8月26日（金）

7月5日（火）

8月9日（火）

7月２2日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　午後１時４５分

午後１時３０分～
　　　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ

※３歳児は事前に
配布する
アンケートと尿・
歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、むし
歯予防指導、家族計画・授乳
指導育児相談、保健指導、離
乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・希
望者にフッ素塗布、食生活指
導と手作りおやつの試食、保
健指導、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成２8年4月～5月生まれ

精神保健相談
「こころの相談」 8月12日（金） 午後３時から予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をして
　ください。

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人叉はその家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急時にご
利用してください。

◆7月 3日(日)　宮崎　誠先生（宮崎医院）

診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問合せ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問合せ先　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

富岡保健福祉事務所　7月
●エイズ相談（予約制）
　日　時　月曜日（要確認）　午後１時～２時
　内　容　血液検査・健康相談など（匿名で受けられます）
　会　場　富岡合同庁舎
　担当者　医師、保健師
　申込先　富岡保健福祉事務所　保健係　☎６２－１５４１

●精神保健福祉相談（予約制）
　日　時　7月12日（火）　午後１時～３時
　対　象　不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
　　　　　さまざまなこころの悩みや病気をもつ本人又はその家族など
　会　場　富岡保健福祉事務所
　担当者　精神科医師、保健師
　申込先　富岡保健福祉事務所　保健係　☎６２－１５４１

　  会場・問合せ先　保健センター　☎８２-５４９０

受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで
膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づくりを目指しましょう。
　申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。
　65歳以上であれば誰でも参加できます。

【参加費】無料
【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》

平成２8年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～

■【問合せ先】　健康課 高齢対策係（地域包括支援センター）　☎６４－８８０４（直通）まで

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時

下仁田町公民館３階
大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

14日(木)
17日(水)

4日(月)
1日(月)

健康運動指導士

4日(月)
1日(月)
8日(金)

12日(金)
7日(木)
8日(月)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

19日(火)
2日(火)

28日(木)
12日(金)
15日(金)

8日(月)

20日(水)
30日(火)
22日(金)
19日(金)

7日(木)
18日(木)

11日(月)
29日(月)
29日(金)
29日(月)
19日(火)
30日(火)

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時
午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時
午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

7月
8月
7月
8月

7月
8月
7月
8月
7月
8月

7月
8月
7月
8月
7月
8月

7月
8月
7月
8月
7月
8月

7月
8月
7月
8月
7月
8月
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人口
　男
　女
世帯

（　32）
（　17）
（　15）
（　 8）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

8,005人
3,944人
4,061人

3,385世帯

転入  5人  /  出生 3人
転出  21人  /  死亡 19人

（6月1日現在）

ごめいふくをおいのりします
地　区（届出人）死　亡　者

松　山　　　　　　　　
田　村　　武
園　部　榮　子
　黛　　いち子
市　川　智　旦
酒　井　千代子
加　部　京　一
齋　藤　伊㔟�　
大　澤　き　よ
佐　藤　市　郎
庭　屋　二三子
飯　嶋　　俊　　
早　川　ミネ 子
高　橋　ちよ子
大　嶋　み　つ
下　山　寅　男
平　栁　ゆり子

（くに子 ）
（英　雄）
（靖　民）
（将　文）
（美智子）
（百　三）
（栄　一）
（房　雄）
（善　正）
（幾　男）
（光　男）
（弘　明）
（政　治）
（　徹　）
（治　夫）
（弘　行）
（みち子）

東 　 町
大 　 東
東 　 町
東 野 牧
旭 　 町
本 　 宿
旭 　 町
上 小 坂
中　 央
下 小 坂
西 野 牧
中小 坂
下 青 倉
仲 　 町
中　 央
中　 央
仲 　 町

地　区
ご出産おめでとう

さ つき

より

はす

な  つ  こ

の

と

篠　原　皐　月（篠原将飛人・美里）  旭　町

岩　井　順　仁（岩井隼人・敦子）  宮　室

中　山　蓮　乃（中山政承・昌代）  中　央

髙橋　南津子（髙橋渉・美穂）愛知県（西野牧）

（保護者）出　生　児

月
7

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日

祝
祭
日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な

い
よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口

座
の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

7
月
30
日（
土
）・7
月
31
日（
日
）

7
月
28
日（
木
）で
す
。

6
月
末
ま
で
に
、役
場
へ
請
求
書

等
を
提
出
さ
れ
た
分
で
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す

8
月
30
日（
火
）で
す
。

請
求
書
等
は
、７
月
末
ま
で
に
役

場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、役
場

会
計
課
で
も
納
付
で
き
事
務
費
が

町
に
入
金
に
な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
利
用
下
さ
い
。

固
定
資
産
税（
第
２
期
）、

国
民
健
康
保
険
税（
第
１
期
）、

介
護
保
険
料（
第
１
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
1
期
）

納
期
限
は
8
月
1
日（
月
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

7
月
の
支
払
日

8
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
の
納
税
は

お
済
み
で
す
か
？

８月１４日（日）　下仁田こんにゃく夏祭り

「花火大会」募金の
お願い

「花火大会」募金の
お願い

　夏祭り実行委員会では、花火大会を実施するにあたり、皆様か
らの募金を募らせていただきます。本年度の花火大会がより一層
盛大に開催できますようご協力をお願い申し上げます。

役場、商工会、厚生病院、荒船の湯、福祉の湯、各町内金融機関、（有）
産業開発しもにた（道の駅）、セブンイレブン下仁田インター店、セブ
ンイレブン下仁田店、セーブオン下仁田小坂店、セーブオン下仁田西店、
Aコープ下仁田店、ローソン下仁田店
●募金用紙に必要事項を記入の上、町内各所にある募金箱にお入れく
　ださい

募金箱設置箇所

こんにゃく夏祭り
参加団体募集

【問合せ先】夏祭り実行委員会事務局
下仁田町役場　観光課　振興係　☎64-8805

　神輿・盆踊りに参加できる団体を
募集しています。
　子供から大人までどなたでも参加
できますので、是非ご参加ください。

下仁田 ８月１４日（日）

【問合せ先】　夏祭り実行委員会事務局
　 下仁田町役場　観光課　振興係　☎64－8805
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しもにたしもにた
5月届出分〈敬称略〉

地　区
ご結婚おめでとう

萩　原　匡　博　　（片品村）
齋　藤　瑞　季　　（上小坂）

氏　名

｛

今月の今月の
表紙

今月の
表紙

今月の
表紙

小学生
ねぎ植え体験
（５月１５日） しもにたインフォメールについて・・・・・・・・・・・・・・・4～5

各種職員募集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6
ジオパーク推進だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11
まちのわだい・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14～16
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20～21
平成27年度人権尊重優秀作品・・・・・・・・・・・・22～23
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